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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
学
高
校
生
会
（
岡
山
県
）

と
大
方
高
校
、
佐
賀
中
学
校
、
大
方
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
８
月
２４
日（
火
）、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
防
災
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
交
流
は
平
成
２９
年
か
ら
毎
年
１

回
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

非
常
食
を
一
緒
に
作
っ
た
り
、
避
難
訓

練
を
行
う
な
ど
の
取
組
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
昨
年
に
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流

と
な
っ
た
今
回
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

南
町
紫
神
社
前
商
店
街
事
務
局
長
の
坂

本
さ
ん
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
当
時
の

被
災
状
況
や
復
興
に
つ
い
て
の
講
話
が

あ
っ
た
後
、
各
団
体
か
ら
活
動
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
方
高
校
か
ら
は
、
地
域
創
造
コ
ー

ス
の
２
年
生
４

名
が
参
加
し
て

お
り
、「
Ｈ
Ｕ

Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
」

や
住
民
交
流
会
、

「
未
来
へ
の
メ

モ
ワ
ー
ル（
※
）」

な
ど
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取

組
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
同
校
２
年
生
の
浜
田
小
町

さ
ん
は
、「
講
演
の
中
で
、
再
会
は
す

べ
て
の
不
安
を
と
り
の
ぞ
く
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
防
災
に
関

わ
ら
ず
、
今
日
の
学
び
を
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

※
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
残
し
た
い
も

の
は
何
か
を
考
え
る
活
動
。
防
災
活

動
に
お
い
て
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
何
を
守
る
た
め

に
行
う
も
の
か
を
考
え
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
の
長
期
研
修
生
と
し

て
四
国
内
の
大
学
へ
留
学
を
し
て
い
る

研
修
生
７
名
が
８
月
３０
日
（
月
）
・
３１
日

（
火
）
、
防
災
を
中
心
と
し
た
黒
潮
町
の

取
組
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぼ
う
と
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
長
期
研
修
生
黒
潮
町
防
災

視
察
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
（
生
中

継
）
で
実
施
。
３０
日
（
月
）
は
、
松
本
町

長
に
よ
る
「
千
年
に
耐
え
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
た
講
演

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
佐
賀
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３１
日
（
火
）
に
は
、
砂
浜
美
術

館
（
入
野
の
浜
）
を
中
継
地
点
と
し
、
同

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
考
え
方
を
視
察
。

そ
の
後
、
大
方
高
校
を
会
場
に
、
地
域

創
造
コ
ー
ス
２
年
生
１３
名
と
「
未
来
へ

の
メ
モ
ワ
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
、「
災

害
が
起
き
て
も
未
来
へ
残
し
た
い
も
の
」

を
研
修
員
と
高
校
生
が
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
研
修
生
か
ら
は
、「
聖
書
」
や

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
、「
日
本
の
手
工

芸
品
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ
が
り
、

防
災
を
通
じ
た
異
文
化
の
交
流
と
も
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
研
修
員
の
サ
ノ
ゴ
・
ベ
マ

さ
ん
（
出
身
国
‥
マ
リ
）
は
、「
避
難
タ
ワ

ー
が
特
に
驚
い
た
し
、
住
民
の
方
た
ち

が
防
災
活
動
へ
参
加
し
て
い
て
備
え
が

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
・
松
田
弦

さ
ん
（
有
井
川
出
身
）
が
今
年
６
月
か
ら

町
内
小
中
学
校
へ
赴
き
、
ギ
タ
ー
演
奏

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、「
令
和
３
年
度
文
化

芸
術
に
よ
る
子
ど
も
育
成
総
合
事
業
」

（
文
化
庁
）
を
活
用
し
た
も
の
。

　
９
月
８
日
（
水
）
に
は
、
入
野
小
学
校

３
、
６
年
生
が
計
８
曲
の
演
奏
を
聴
き

ま
し
た
。
松
田
さ
ん
は
、「
人
間
の
よ

う
に
言
葉
を
持
た
な
い
ギ
タ
ー
で
ど
う

や
っ
て
感
情
を
表
現
す
る
？
」
な
ど
、

演
奏
の
合
間
に
話
を
交
え
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
へ
語
り
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
樋
口
琴
子
さ
ん
は
、「
風

を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
が
良
か
っ
た
。
ま

た
聴
い
て
み
た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
松
田
さ
ん
は
、「
自
分
自
身
、

小
さ
い
頃
、
生
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
少

し
で
も
生
に
触

れ
て
も
ら
い
、

夢
の
選
択
肢
が

広
が
る
こ
と
に

も
つ
な
が
れ
ば
」

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

研修生の未来へ残したいものを聞く生徒ら

松田さんの演奏を聴く子どもたち

活動報告をする大方高校生ら

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
学
高
校
生
会
×

町
内
中
高
生
が
交
流
授
業

J
I
C
A
四
国
防
災
研
修
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

松
田
弦
さ
ん
ギ
タ
ー
演
奏
を
子
ど
も
た
ち
へ

こ
と

こ
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ま ほ ろ ば

く ろ し おVol.

13

「まほろば」とは、素晴らしい場所・住みやすい場所という意味。

まほろばな黒潮町で頑張る人や団体にスポットを当て、

紹介するコーナーです（隔月掲載予定）。

　全国でも数少ない「キュ

ウリの水耕栽培」に取り組

む夫婦。農業は未経験なが

らも、昨年9月より先進的

な栽培方法へのチャレンジ

を開始し、従業員10名とと

もに、3反7畝のハウスで日々

環境にも配慮したキュウリ

の栽培に励んでいる。

従業員とともに作業をする今倉さん（写真右）

水耕栽培のハウス内部

広報に掲載しきれない内容や取材の裏話を町公式Facebookで紹介します。裏表紙のQRコードからご確認ください。

合同会社黒潮エコアグリ

代表社員  今倉　俊和さん

所長　  今倉　　泉　さん

いずみ

とし かず

　
私
（
俊
和
さ
ん
）
の
本
業

は
、
園
芸
資
材
を
扱
う
会

社
な
ん
で
す
。
ハ
ウ
ス
の

建
設
な
ど
に
関
わ
る
仕
事

を
す
る
中
で
、
現
場
に
行

け
ば
農
家
の
方
が
い
て
、

そ
の
仕
事
を
見
な
が
ら
「
農

業
も
い
い
な
」
と
い
う
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
仕
事
は
、
農
家
さ
ん
が

収
穫
作
業
を
終
え
た
６
〜

８
月
頃
の
夏
場
が
多
く
、

収
穫
期
と
な
る
冬
期
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
閑
散

期
と
な
り
、
雇
用
し
て
い

る
従
業
員
の
安
定
が
課
題

で
し
た
。

　
こ
の
課
題
解
決
に
、
興

味
の
あ
っ
た
農
業
で
何
か

で
き
な
い
か
と
。
そ
こ
に
、

水
耕
栽
培
の
シ
ス
テ
ム
を

取
り
扱
っ
て
い
る
業
者
か

ら
、「
知
り
合
い
の
農
家
さ

ん
で
興
味
の
あ
り
そ
う
な

人
は
い
な
い
か
」
と
の
営

業
が
あ
り
、「
こ
れ
だ
っ
た

ら
解
決
が
で
き
る
か
も
。

や
る
価
値
は
あ
る
」
、
そ

う
感
じ
、
昨
年
９
月
に
開

始
し
ま
し
た
。
妻
も
私
も
、

農
業
は
全
く
の
初
心
者
な

の
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
な
ど
、
先
輩
方
に
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
励
ん

で
い
ま
す
。
園
芸
資
材
の

会
社
で
勤
め
て
く
れ
て
い

る
従
業
員
も
、
一
緒
に
作

業
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
。

　
水
耕
栽
培
で
は
、
収
穫

後
か
ら
次
作
に
向
け
て
の

土
壌
の
整
備
な
ど
が
必
要

な
い
た
め
、
す
ぐ
に
ま
た

定
植
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
病
気
に
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も
す

ぐ
に
止
め
ら
れ
る
こ
と
、

土
を
使
っ
て
い
な
い
の
で
、

綺
麗
な
職
場
と
い
う
こ
と

も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
農
業
は
、
自

然
、
緑
に
よ
る
癒
し
が
良

い
で
す
か
ね
。
キ
ュ
ウ
リ

の
様
子
を
見
な
が
ら
話
し

か
け
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

で
来
て
く
れ
る
若
い
子
た

ち
に
も
そ
う
し
て
欲
し
い

と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
素
人
な
の
で
、

キ
ュ
ウ
リ
が
病
気
に
か
か

っ
て
も
そ
の
症
状
が
目
に

見
え
て
か
ら
で
な
い
と
気

付
か
な
い
な
ど
、
全
て
が

「
後
追
い
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
細
か

な
こ
と
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
気
づ
け
る
か
が
大
事

だ
な
と
。
キ
ュ
ウ
リ
と
会

話
を
し
な
が
ら
、
変
化
に

気
付
け
る
よ
う
日
々
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
水
耕
栽
培
で
は
４
カ
月

の
ス
パ
ン
で
年
３
回
収
穫

が
で
き
る
の
で
、
収
穫
量

は
多
い
分
、
３
６
５
日
が

闘
い
。
こ
の
一
年
間
突
っ

走
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

い
つ
か
西
日
本
で
一
番
の

面
積
に
し
て
、
雇
用
も
よ

り
多
く
生
む
こ
と
が
今
の

夢
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
の
水
耕
栽
培
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

水
耕
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
、一
番
の
や
り
が
い
や

目
標
は
何
で
す
か
？

敬 老 の 日 に 際 し て

町長メッセージ

黒潮町長 松本　敏郎黒潮町長 松本　敏郎

　敬老の日にあたり、皆さまのご長寿を心よりお祝い申し上げます。あわせまして、皆さまには、長年

にわたり黒潮町の発展にご尽力を賜りましたことに深く感謝申し上げます。

　本来であれば、直接お祝いを申し上げたかったところですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、このような形でお祝いの言葉をお贈りさせていただきます。

　今年度、100歳以上となられる方は9月15日現在で25名おり、そのうち、今年度100歳を迎えら

れる方は9名です。ここ数年で一番多い人数となっています。また、高知県全体としても100歳以上

の方は増加しています。

　時代は大正、昭和、平成と変遷し、令和を迎えました。これらの時代を生きてこられた皆さま方は、

その人生で得られた知識や経験、あるいは多くの人との絆という、何物にも代えがたい宝物をお持ち

です。皆さまには、これからも地域を支えていただき、誰もが健康で安心して生きがいを持った生活

を送っていただきたいと思います。

　さて、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、町におきましては多くの事業が中止となってい

る状況でございます。皆さまにおかれましても、日常生活にさまざまな制約が生じていることと存じま

す。町といたしましても、ワクチン接種を含め、感染拡大防止に全力で取り組んでおります。

　皆さまには改めましてご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びになりますが、皆さま方のご健康とご多幸を心からお祈り申し上げまして、私のお祝いの言葉

とさせていただきます。
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令
和
２
年
度
の
歳
入
総
額
は

１
１
７
億
５
千
６
６
７
万
円
、

前
年
度
比
２０
・
８
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
増
額
の
主
な
要
因

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
お

よ
び
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
構
成
は
、
普
通
交
付

税
と
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
た

地
方
交
付
税
が
全
体
の
３７
・
８

％
、
町
税
を
含
め
た
自
主
財
源

が
全
体
の
２６
・
７
％
と
な
っ
て

お
り
、
国
や
県
の
財
政
支
援
に

依
存
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
債
は
過
疎
対
策

事
業
債（
２
億
８
千
４
３
０
万
円
）、

旧
合
併
特
例
事
業
債
（
２
億
２

千
７
３
０
万
円
）
、
緊
急
自
然

災
害
防
止
対
策
事
業
債
（
２
千

７
７
０
万
円
）
、
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
債
（
４
１
０
万
円
）
な
ど

の
地
方
交
付
税
措
置
の
高
い
有

利
債
の
借
入
を
行
い
、
後
年
度

の
財
政
負
担
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
な
が
ら
、
町
に
必
要
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
１
１
３
億
３
千

８
４
４
万
円
、
前
年
度
比
１８
・

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
お
よ
び
経
済
対
策
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
な
ど

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
目
的
別
で
の
構
成
を
見
る
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
充
実
に
よ
り
、
民
生
費

が
３０
％
（
３４
億
８６
万
円
）
、
ふ
る

さ
と
納
税
業
務
、
定
住
促
進
住

宅
事
業
整
備
な
ど
の
総
務
費
が

２１
・
６
％
（
２４
億
４
千
６
４
８

万
円
）
、
こ
れ
ま
で
に
借
入
を

行
っ
た
事
業
に
対
す
る
元
利
償

還
に
よ
り
、
公
債
費
は
１３
・
１

％
（
１４
億
７
千
８
７
７
万
円
）
、

都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
や
町

営
住
宅
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、

土
木
費
が
９
・
３
％
（
１０
億
５

千
７
３
８
万
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
が
全
体
の
３３
・
１
％
、

普
通
建
設
事
業
と
災
害
復
旧
事

業
を
合
わ
せ
た
投
資
的
経
費
が

１４
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
（
繰
越
明
許
を
含
む
）

黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況黒潮町歳入歳出決算状況

【お問い合わせ】本庁 総務課 財務係　蕁43－2112

令和2年度

※それぞれの数値は集計後端数処理をしているため、合計値と合わない場合があります。

一般会計決算の状況

決算収支歳　　出歳　　入

歳　　　　入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

4億1,823万円113億3,844万円117億5,667万円一般会計（繰越明許含む）

その他依存財源
2.9%

3億4,298万円

繰入金　5.2%
6億1,259万円

町税　7.1%
8億3,011万円

その他自主財源
14.4%

17億10万円

その他自主財源
14.4%

17億10万円

地方交付税
37.8%

44億4,507万円

県支出金
6.9%

8億0,824万円

県支出金
6.9%

8億0,824万円

町債
6.3%

7億3,935万円

国庫支出金
19.4%

22億7,823万円

依存財源
73.3%

86億1,388万円

依存財源
73.3%

86億1,388万円

自主財源
26.7%

31億4,279万円

自主財源
26.7%

31億4,279万円

その他
3.6%

4億0,987万円

人件費
14.5%

16億4,525万円

人件費
14.5%

16億4,525万円

補助費等
22.5%

25億5,154万円

補助費等
22.5%

25億5,154万円

投資的経費
14.5%

16億4,218万円

投資的経費
14.5%

16億4,218万円

その他の経費
52.4%

59億4,726万円

その他の経費
52.4%

59億4,726万円
義務的経費
33.1%

37億4,900万円

義務的経費
33.1%

37億4,900万円

その他
9.6%

10億9,036万円

総務費
21.6%

24億4,648万円

民生費
30.0%

34億86万円

教育費
5.5%

6億2,782万円

農林水産業費
5.2%

5億9,067万円

公債費
13.1%

14億7,877万円

公債費
13.1%

14億7,877万円

物件費
18.0%

20億4,195万円

繰出金
8.3%

9億4,390万円

普通建設事業費
13.8%

15億6,040万円

災害復旧事業費
0.7%

8,178万円

消防費
5.7%

6億4,611万円

土木費
9.3%

10億5,738万円

扶助費
5.5%

6億2,498万円

◆ 

歳
入
決
算
（
収
入
）

◆ 

歳
出
決
算
（
支
出
）

歳入歳出決算状況



潸 広報くろしお  №187　2021（令和3）年10月号

地方交付税

歳入（収入）一覧

決　算　額

44億4,507万円

1人当たり

41万1,695円

国庫支出金 22億7,823万円 21万1,006円

寄　附　金 10億8,049千円 10万73円

町　　　税 8億3,011万円 7万6,883円

県 支 出 金 8億824万円 7万4,858円

町　　　債 7億3,935万円 6万8,478円

そ　の　他 15億7,518万円 14万5,890円

合　　計 117億5,667万円 108万8,883円

民　生　費

総務費
　ふるさと納税事業� 5億1,646万円
★公共交通対策事業� 1億57万円
　国土調査事業� 8,339万円
　定住促進住宅整備事業� 4,042万円
★新型コロナウイルス感染症緊急対策基金� 2,258万円
　大方高校魅力化支援事業� 200万円
★青い旗掲揚運動（WILLプロジェクト）�20万円
民生費�  
★特別定額給付金事業� 11億675万円
　障がい者自律支援事業� 4億956万円
★あったかふれあいセンター事業� 9,228万円
　在宅子育て応援事業� 1,779万円
★子育て世帯への臨時特別給付金� 958万円
★健康支援地域応援事業（フレイル予防）�460万円
衛生費�  
　予防接種事業� 2,809万円
　義務教育期間の医療費無料化事業�1,203万円
　乳幼児医療費助成事業� 868万円
★マスク配布の取り組み（町民全員）�518万円
農林水産業費�  

　強い農業・担い手づくり総合支援事業�6,950万円
　投石魚礁設置事業� 1,962万円
★集出荷施設等整備事業� 1,166万円
　森林病害虫等防除事業� 775万円

歳出（支出）一覧
【目的別】

決　算　額

34億86万円

1人当たり

31万4,982円

総　務　費 24億4,648万円 22万6,589円

公　債　費 14億7,877万円 13万6,961円

土　木　費 10億5,738万円 9万7,933円

消　防　費 6億4,611万円 5万9,841円

教　育　費 6億2,782万円 5万8,147円

農林水産業費 5億9,067万円 5万4,707円

そ　の　他 10億9,036万円 10万988円

合　　計 113億3,844万円 105万148円

補 助 費 等

決　算　額

25億5,154万円

1人当たり

23万6,319円

物　件　費 20億4,195万円 18万9,122円

人　件　費 16億4,525万円 15万2,380円

普通建設事業費 15億6,040万円 14万4,522円

公　債　費 14億7,877万円 13万6,961円

繰　出　金 9億4,390万円 8万7,422円

扶　助　費 6億2,498万円 5万7,885円

そ　の　他 4億9,165万円 4万5,537円

合　　計 113億3,844万円 105万148円

【性質別】

一般会計決算額

令和2年度の主な事業とその決算額 商工費�  
★プレミアム付飲食券・商品券等発行事業� 9,190万円
★感染拡大防止に係る経済支援交付金事業� 3,622万円
★観光被害回復事業� 2,101万円
★中小企業等保証料補給・利子補給事業�780万円
★外国人技能実習生住環境等整備事業�713万円
土木費�  
　町営住宅等整備事業� 2億873万円
　都市防災総合推進事業� 1億2,934万円
　老朽住宅除去事業� 1,704万円
　高規格道路整備事業� 1,647万円
消防費�  
　木造住宅耐震改修事業� 2億669万円
　要安全確認計画記載建築物耐震事業� 2,985万円
★避難所感染予防対策事業� 2,732万円
　防災まちづくりプロジェクト事業� 358万円
教育費�  
★GIGAスクール事業� 5,339万円
★大方あかつき館空調設備改修事業�2,061万円
　要保護・準要保護生徒援助費� 1,506万円
★在宅修学支援金� 1,019万円
★在宅学習支援金� 571万円

★教育ローン利子補給� 47万円
災害復旧費�  
　公共土木施設災害復旧事業� 2,792万円

※1人当たり

　決算額を令和3年3月31日の

町人口10,797人で割った金額。

※★はコロナ対策事業（全部または一部がコロナ交付金等充当事業）

歳入歳出決算状況



澁広報くろしお  №187　2021（令和3）年10月号

財政健全化法による財政指標について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和2年度決算に基づく4つの健全

化判断比率と公営企業の資金不足比率を算出しました。この指標が基準以上となる場合には財政健

全化計画などを策定することが義務付けられています。黒潮町ではすべての数値が基準値を下回っ

ています。

○実　質　赤　字　比　率　普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

○連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率

○実質公債費比率　普通会計が負担する起債の元利償還金・準元利償還金の標準財政規模に対する比率

○将　来　負　担　比　率　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

○資　金　不　足　比　率　公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率

※標準財政規模とは、標準的な状態で通常収入される見込みの一般財源の規模を言います。

令和2年度
決算

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.77% 20.0%

連結実質赤字比率 － 19.77% 30.0%

実質公債費比率 9.2% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 － 350.0%

資金不足
比率

経営健全化
基準

水 道 事 業 会 計 － 20.0%

農業集落排水事業会計 － 20.0%

漁業集落排水事業会計 － 20.0%

特別会計決算の状況

歳　　入

住宅新築資金等貸付事業

2,435万円

709万円

宮川奨学資金

14億3,298万円給与等集中処理

17億1,883万円国民健康保険事業

5,065万円国民健康保険直診

16億9,840万円介護保険事業

1,761万円介護サービス事業

4,144万円農業集落排水事業

519万円漁業集落排水事業

2億1,112万円後期高齢者医療保険事業

2億7,967万円情報センター事業

2億7,602万円収益的収支

資本的収支
水道事業

5,830万円

歳　　出

215万円

1,727万円

14億3,298万円

17億1,662万円

5,062万円

16億4,843万円

1,761万円

4,113万円

518万円

2億757万円

2億7,955万円

2億4,283万円

1億6,592万円

決算収支

494万円

708万円

0円

221万円

3万円

4,997万円

0円

31万円

1万円

355万円

12万円

3,319万円

▲1億762万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の

特
別
会
計
は
、
公
営
企
業
会
計

の
水
道
事
業
を
含
め
て
１２
個
の

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
企
業
会
計
の
水
道
事
業
を
除

い
た
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は

５４
億
８
千
７
３
４
万
円
、
歳
出

総
額
は
５４
億
１
千
９
１
０
万
円

で
歳
入
歳
出
の
差
引
総
額
は
６

千
８
２
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 特

別
会
計

※水道事業の不足額は、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額と、損益勘定留保

資金で補てんされています。

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

歳入歳出決算状況



広報くろしお  №187　2021（令和3）年10月号澀

基
金
現
在
高
の
状
況
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
活
用

※上記の金額は普通会計に属する積立基金のみの累計額です。

増減額（①�－�②）令和元年度末現在高（②）令和2年度末現在高（①）基金の種類

1億5,121万円8億6,588万円財 政 調 整 基 金 10億1,708万円

▲1億1,918万円5億5,233万円減 　 債 　 基 　 金 4億3,316万円

▲1億4,742万円36億1,651万円
その他特定目的基金

（17種類 ）
34億6,909万円

歳入歳出決算状況

　
「
基
金
」
と
は
特
定
の
目
的
の
た
め

に
資
金
を
積
み
立
て
、
財
産
の
維
持
や

事
業
費
の
財
源
な
ど
に
充
て
る
た
め
に

準
備
す
る
貯
金
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
を
行
う
た
め
の
「
財

政
調
整
基
金
」
、
地
方
債
の
償
還
を
計

画
的
に
行
う
た
め
の
「
減
債
基
金
」
、
そ

の
他
特
定
の
目
的
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
「
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
」
が
あ
り

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
公
債
費
や
公
営
住

宅
建
設
費
な
ど
へ
の
財
源
へ
充
当
す
る

た
め
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た
た
め
、
下

記
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
行
い
、
適

正
な
管
理
・
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
や
、
災
害

防
止
を
図
る
た
め
の
森
林
整
備
な
ど
に

必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す

る
観
点
か
ら
令
和
元
年
度
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
交
付
額
は
、
２
千
２

４
９
万
２
千
円
と
な
り
、
こ
れ
を
原
資

と
し
て
市
野
瀬
地
区
の
森
林
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
意
向
調
査
・
境
界
測
量
委
託

業
務
や
、
林
道
伊
与
喜
線
な
ど
の
林
道

維
持
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。（
充

当
残
額
の
１
４
１
万
５
０
０
円
は
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
に
積
み
立
て
し
、
翌

年
度
以
降
の
事
業
に
活
用
し
ま
す
。
）

　
今
後
も
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
森
林

整
備
や
、
新
た
な
雇
用
創
出
を
目
的
と

し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
は
、
１０
億
７
千
５
６
７
万
６
千
４
３

４
円
と
な
り
、
そ
の
一
部
を
次
の
事
業

な
ど
に
活
用
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

寄
附
者
の
ご
意
向
に
基
づ
き
、
黒
潮
町

を
元
気
に
す
る
た
め
の
施
策
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
充
当
残
額
は
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
に
積
み
立
て
し
、
翌

年
度
以
降
の
事
業
に
活
用
し
ま
す
。
）

◆
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

・
松
く
い
虫
防
除
対
策
　

・
海
亀
保
護
及
び
孵
化
場
管
理
　
な
ど

◆
農
林
水
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
　

・
遊
漁
船
等
振
興
事
業
　
な
ど

◆
福
祉
施
策
に
関
す
る
事
業

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業
　

・
福
祉
避
難
所
備
品
　
な
ど

◆
教
育
・
文
化
振
興
に
関
す
る
事
業

・
大
方
高
校
魅
力
化
支
援
事
業
　

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
　
な
ど

◆
防
災
施
策
に
関
す
る
事
業

・
防
犯
灯
設
置
事
業
　

・
要
配
慮
者
避
難
支
援
対
策
事
業
　
な
ど

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

・
マ
ス
ク
配
布
の
と
り
く
み
　

・
各
事
業
に
お
け
る
経
済
対
策
　
な
ど
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
高
生
会
と
の
交
流
会

　
佐
賀
中
学
校
で
は
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
、

黒
潮
町
の
中
高
校
生
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
高
生
と
の

交
流
会
に
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
今

年
度
は
８
月

２４
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
交
流
会
で
は
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
方
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
お
話
で
は
、
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
に
つ

い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
次
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
高
生
会
と
の
交
流
で

は
、
自
然
災
害
へ
の
取
組
や
、
外
国
の
人
た
ち

と
の
学
習
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、

今
後
も
い

ろ
ん
な
方

た
ち
と
交

流
を
し
な

が
ら
、「
か

か
り
が
ま

し

い

」
防

災
を
今
後

も
進
め
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
 

浜
田
　
錦
一
郎
）

は
ま

だ

い
ち

き
ん

ろ
う

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
今
日
も
勉
強
を
し
て
い
る
と
、「
ピ
ロ
ン
パ
ン

ポ
ー
ン
　
こ
れ
は
訓
練
で
す
」
と
避
難
の
合
図

の
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
い
そ
い
で
机

の
下
に
か
く
れ
、
つ
く
え
の
あ
し
を
「
ぎ
ゅ
っ
」

と
に
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
毎
月
行

わ
れ
、
訓
練
の
音
が
流
れ
る
と
、
上
川
口
小
学

校
の
み
ん
な
は
、
い
そ
い
で
避
難
訓
練
を
行
い

ま
す
。
次
の
放
送
の
合
図
で
防
災
リ
ュ
ッ
ク
を

か
つ
い
で
寺
山
に
逃
げ
ま
す
。
み
ん
な
真
剣
に

リ
ュ
ッ
ク
を
か
る
い
、
し
ゃ
べ
ら
ず
、
走
っ
て

登
り
ま
す
。
寺
山
の
頂
上
に
つ
く
と
「
ハ
ァ
、
ハ

ァ
」
と
言
っ
て
み
ん
な
つ
か
れ
た
様
子
で
す
。

寺
山
に
登
り
海
を
見
て
、
い
つ
も
思
う
こ
と
は
、

も
し
本
当
に
地
震
が
お
き
た
ら
こ
ん
な
に
海
が

き
れ
い
じ
ゃ
な
く
な
る
ん
だ
ろ
う
な
。
今
日
の

訓
練
で
も
、
先
生
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
　

 

今
か
ら
も
、

い
ろ
ん
な
場
面

を
考
え
て
の
訓

練
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
行
動

を
「
す
ば
や
く
、

て
い
ね
い
に
」

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

（
上
川
口
小
学
校
　
５
年
　
金
子
　
虹
空
）

紙
博
の
作
品
か
ん
せ
い

　
６
月

２５
日
、
全
校
で
作
っ
て
い
た
き
ょ
う
ど

う
せ
い
作
の
作
品
が
、
つ
い
に
か
ん
せ
い
し
ま

し
た
。
こ
う
ぞ
の
む
し
は
ぎ
を
し
て
い
る
所
を

作
り
ま
し
た
。
全
校
で
手
分
け
し
て
作
り
ま
し

た
。
３
・
４
年
は
、
か
わ
を
は
い
で
い
る
女
の

子
を
作
り
ま
し
た
。
ふ
く
は
黄
色
ズ
ボ
ン
は
青

色
く
つ
は
赤
色
で
す
。
か
み
は
、
私
と
同
じ
ボ

ブ
カ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。
か
わ
い
い
女
の
子
が

で
き
ま
し
た
。

　
３
・
４
年

の
作
品
は
、

ビ
ニ
ー
ル
が

さ
に
ア
ジ
サ

イ
を
か
い
て

紙
を
は
り
ま

し
た
。
ピ
ン

ク
や
青
色
む

ら
さ
き
の
紙

を
は
っ
て
作

り
ま
し
た
。

す
き
ま
は
、

黄
色
と
白
い
紙
を
は
り
ま
し
た
。
仕
上
げ
の
時

に
ラ
イ
ト
を
下
か
ら
て
ら
し
ま
し
た
。
と
っ
て

も
き
れ
い
で
し
た
。
か
さ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ

て
し
ゃ
し
ん
を
と
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
大
へ

ん
だ
っ
た
け
ど
、
二
つ
と
も
か
ん
せ
い
し
て
よ

か
っ
た
で
す
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
３
年
　
宮
闢
　
希
羽
）

は

の
の

ざ
き

み
や

か
ね

こ

こ

あ



広報くろしお  №187　2021（令和3）年10月号潛

りよだ校学

校
長
　
宮
闢
　
宏
治

『
人
間
を
大
事
に
』

 
〜
自
他
と
も
に
大
切
に
す
る

　
　
　
　
 

こ
と
が
で
き
る
〜

佐
賀
中
学
校

◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
校
区
の
拳
ノ
川
小

よ
り
３
名
、
伊
与
喜
小
よ
り
２

名
、
佐
賀
小
よ
り
１０
名
、
計
１５

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生

徒
４６
名
、
教
職
員
１７
名
（
学
習

支
援
員
を
含
む
）
で
２
０
２
１

年
度
の
教
育
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
長
年
に
渡
り
『
「
人

間
を
大
事
に
」
〜
自
他
と
も
に

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〜
』

を
学
校
教
育
目
標
に
掲
げ
、
人

権
・
同
和
教
育
を
基
本
に
据
え

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
２
年
に
内
閣
府

が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
被
害
想
定
で
全
国
最
大
級
の

３４
・
４
ｍ
の
津
波
高
が
示
さ
れ

て
か
ら
は
、
防
災
教
育
に
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
本
校
の
目
指
す
生
徒
像

　
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
現
代

社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
や
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
発
達
な
ど

に
よ
っ
て
、
変
化
が
激
し
く
将

来
の
予
想
が
困
難
な
時
代
と
言

わ
れ
ま
す
。
現
在
世
界
中
を
混

乱
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
ま
さ

に
先
行
き
が
見
え
な
い
今
の
時

代
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
の
可
能
性
を

発
揮
し
な
が
ら
主
体
的
に
未
知

の
課
題
に
向
き
合
い
、
仲
間
と

と
も
に
解
決
し
、
よ
り
よ
い
社

会
と
幸
福
な
人
生
の
創
り
手
と

な
る
た
め
に
必
要
な
力
を
育
成

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
、
将
来
の
黒
潮

町
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

校
で
は
、
育
成
を
目
指
す
生
徒

像
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

ま
す
。

○
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
自
ら
考

え
行
動
で
き
る
生
徒
（
学
力

向
上
）

○
自
他
の
違
い
を
認
め
、
他
者

を
大
切
に
で
き
る
生
徒
（
確

か
な
人
権
意
識
）

○
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ

と
に
貢
献
す
る
生
徒
（
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
）

◆
本
校
の
主
な
取
組

　
前
述
し
た
目
指
す
生
徒
像
に

迫
る
た
め
、
今
年
度
は
次
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
、
チ
ー
ム
学
校
で
の
授
業
改
善

　
中
学
校
は
小
学
校
と
異
な
り
、

教
科
ご
と
に
指
導
す
る
教
員
が

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教

員
に
よ
っ
て
教
え
方
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
全
員
で

足
並
み
を
揃
え
て
授
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
年
間
を

通
し
て
授
業
づ
く
り
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
根
拠

を
添
え
て
自
分
の
考
え
を
説
明

し
た
り
、
頭
の
中
で
考
え
た
こ

と
を
言
葉
や
数
式
な
ど
で
表
現

し
た
り
す
る
と
い
っ
た
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

学
習
の
推
進

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
個
人
持

ち
パ
ソ
コ
ン
が
配
布
さ
れ
、
日
々

の
授
業
や
家
庭
学
習
で
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
学
習
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
で

は
、
定
期
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研

修
を
行
い
、
教
員
の
指
導
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
臨
時
休
業
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
遠
隔
授
業
の
準
備

も
進
め
て
い
ま
す
。

３
、
加
力
指
導
の
充
実

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
事

項
の
定
着
に
向
け
、
年
間
を
通

じ
て
週
４
日
放
課
後
加
力
学
習

を
全
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
、
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進

　
本
校
に
は
、「
佐
中
祭
」
や
「
全

校
生
徒
に
よ
る
独
居
老
人
宅
訪

問
」
と
い
っ
た
何
十
年
も
続
く

伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
行
事
を
通
し
て
、
生
徒
は

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
、
毎
年
実
施
す
る
道
徳

意
識
調
査
で
は
、
７
割
を
超
え

る
生
徒
が
地
域
に
関
心
が
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
生
徒
の
実
態
を
基
に
、
さ
ら

に
地
域
の
課
題
を
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

を
育
成
す
る
た
め
に
、
昨
年
度

か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、

防
災
・
人
権
・
地
域
振
興
な
ど

を
テ
ー
マ
に
探
究
的
な
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
探
究
的
な
学
習
の
過

程
で
、
聞
き

取
り
を
行
っ

た
り
、
一
緒
に

避
難
訓
練
を

し
た
り
す
る

中
で
、
地
域

の
人
た
ち
の
想
い
に
触
れ
た
り
、

中
学
生
が
地
域
の
方
か
ら
頼
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

５
、
佐
賀
小
学
校
と
の
連
携
の

推
進

　
本
校
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

佐
賀
小
学
校
と
合
同
で
県
教
育

委
員
会
か
ら
「
中
山
間
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
生

活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
お
け
る
小
中
９
年
間
の
一
貫

性
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
中
学
校
と
小
学
校

の
教
員
の
交
流
授
業
や
貫
歩
大

会
（
二
次
避
難
訓
練
）
を
合
同
で

実
施
す
る
な
ど
、
連
携
の
強
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

６
、
学
校
運
営
協
議
会
を
柱
と

し
た
地
域
連
携
の
推
進

　
令
和
２
年
度
に
佐
賀
小
中
学

校
で
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
「
地
域
が
学

校
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
」

か
ら
「
学
校
が
地
域
に
対
し
て

何
が
で
き
る
か
」
へ
発
想
を
転

換
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
と
学
校
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
て
い
く
よ
う
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
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◆
は
じ
め
に

　
こ
の
春
、

３０
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
校
児
童
１
２
９
名
で
、

２
０
２
１
年
度
の
教
育
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

学
校
行
事
な
ど
の
延
期
や
内
容

の
工
夫
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
ま
さ
に

予
測
困
難
な
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
力
と
知
恵
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ど
ん
な
状
況
に
な

っ
て
も
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
「
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
や
り
ぬ
く
力
）

で
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
能
力
を
高
め
る
！
」

　
今
年
度
も
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
を
教
育

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

学
校
の
生
活
全
般
を
通
し
て
、

相
互
に
作
用
し
、
何
か
を
生
み

出
す
力
（
Ｆ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
）
と
互
い
に
協
調
・

協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
力（
Ｃ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
、

そ
し
て
、
大
勢
の
前
で
も
堂
々

と
発
表
を
や
り
抜
く
力
（
Ｐ
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）

を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
が
何
事

に
対
し
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に

最
後
ま
で
や
り
ぬ
い
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

◆
学
力
向
上

　
各
種
学
力
調
査
結
果
を
分
析

す
る
と
、
全
体
的
に
活
用
力
の

領
域
（
根
拠
を
基
に
筋
道
を
立

て
て
説
明
す
る
力
）
に
弱
さ
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め

に
今
年
度
は
、
町
教
育
委
員
会

指
定
事
業
で
あ
る
「
対
話
型
授

業
づ
く
り
」
を
受
け
、
国
語
科

を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
主
張
・
理
由
・
根
拠
を
意
識

し
て
、
相
手
に
わ
か
る
よ
う
に

伝
え
る
術
を
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ

学
習
を
通
し
て
身
に
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
１

人
１
台
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
先
生

と

児

童
、

そ

し

て
、

児
童
同
士

が
デ
ジ
タ

ル
で
自
分

の
考
え
を

交
流
す
る

こ
と
が
で
き
る
新
た
な
環
境
も

整
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
子
ど
も
た
ち
で
す
の
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
お
手
の

も
の
で
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

で
も
い
ろ
ん
な
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
収
集
し
、

知
識
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
目
的

に
応
じ
て
適
切
に
情
報
を
取
捨

選
択
し
活
用
す
る
力
（
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
）
も
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
て
獲
得
し
た
知
識
は
、

生
活
の
中
で
活
か
さ
れ
て
初
め

て
、
確
か
な
学
力
と
し
て
評
価

さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
先
生
や
友
だ
ち
、
そ
し
て
、

家
庭
や
地
域
で
、
多
く
の
人
と

の
交
流
を
通
し
て
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
知
性
に
磨
き
を

か
け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

◆
豊
か
な
心

　
授
業
で
は
道
徳
や
人
権
学
習

を
通
し
て
、
礼
儀
や
親
切
・
思

い
や
り
、
感
謝
、
善
悪
、
い
じ

め
に
つ
い
て
な
ど
、
人
と
し
て

の
生
き
方
を
考
え
た
り
、
話
し

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
自
治
活
動
と
し
て
は
、

児
童
会
役
員
が
、
毎
週
月
曜
日

の
生
活
朝
会
で
「
入
野
小
い
じ

め
ゼ
ロ
宣
言
」
を
読
み
上
げ
て

啓
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
い

じ
め
相
談
室
」
を
開
設
し
て
、
い

じ
め
の
な
い
楽
し
い
学
校
に
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

◆
体
力
向
上

　
体
育
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
運
動
会
、
水
泳
記
録
会
、

陸
上
記
録
会
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
の
行
事
で
多
様
な
動
き
と

体
力
を
高
め
る
た
め
に
年
間
を

通
し
て
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
た
だ
、
今
年
度
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
と
り
な
が
ら
工
夫
し

た
取
組
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

◆
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
を
愛
し
、

故
郷
に
誇
り
を
持
ち
、
人
の
役

に
立
つ
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
と
願
っ
て
、
地
域
総
が
か
り

で
支
援
し
て
い
く
の
が
「
ふ
る

さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
で
す
。

地
域
の
良

さ
や
産
業
、

商
業
、
観

光
な
ど
に

つ
い
て
調

べ
た
り
、
取

材
を
し
た

り
し
な
が
ら
故
郷
へ
の
愛
着
を

深
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
学
び
と
っ
た
成
果
を

発
表
す
る
場
が
「
ま
る
ご
と
教

育
祭
」
で
す
。
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
・
地
域
の
皆
さ

ん
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
し
ま

す
。

　
た
だ
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

Ｉ
Ｗ
Ｋ
が
撮
影
し
た
子
ど
も
た

ち
の
発
表
の
様
子
を
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
で
放
映
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

◆
連
携

　
「
入
小
の
子
ど
も
を
育
て
る
会
」

（
学
校
運
営
協
議
会
）
の
委
員
で

あ
る
区
長
さ
ん
や
関
係
機
関
の

皆
さ
ん
、
地
域
学
校
協
働
本
部

の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
、
そ
し

て
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
各
部
」
の
皆
さ
ん

が
、
交
通
安
全
指
導
や
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
指
導
、
校
外
学
習
の

引
率
、
避
難
訓
練
安
全
見
守
り
、

裁
縫
・
調
理
実
習
、
水
泳
特
練

支
援
、
放
課
後
学
習
、
ピ
ア
ノ

の
伴
奏
、
草
刈
り
な
ど
、
多
岐

に
渡
っ
て
直
接
・
間
接
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
出
会
い
、
関
わ
り

を
通
し
て
地
域
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
と
社
会
性
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

校
長
　
前
田
　
浩
文

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
（
や
り
ぬ
く
力
）
で
、

Ｆ
Ｃ
Ｐ
能
力
を
高
め
る
！

入
野
小
学
校
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外来診療（澤田先生）

（伊与喜出張診療所）

9：45～10：30

（鈴出張診療所）

11：10～12：30

地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信地域子育て支援センター通信

【利用対象】町内在住（もしくは祖父母が在住）で、保育所・幼稚園に通
っていない就学前の乳幼児とその保護者（家族）。また、妊婦の方、里
帰り中の方も利用できます。※保育所や幼稚園に通っている人や、小・中・
高校生などは利用をご遠慮いただいています。

これからママ・パパになる人も気軽に遊びに来てください。
外出を控えている方が多いと思いますが、電話での相談も
行っていますので、気軽にお電話ください。

【活動内容】

★フリーデー

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～正午、午後1時～午後4時45分

　室内遊具や絵本など親子で自由に楽しめます。

★佐賀おでかけ広場　

　佐賀地域へ出張します。親子で自由に楽しめます。

　大方地域の地域子育て支援センターも開所しています。

★子育て相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～正午、午後1時～午後5時

　電話相談、来所相談、家庭訪問を行います。

★いっしょに遊ぼう 午前10時～午前11時30分

・お散歩ビンゴでお散歩� 7日（木）

・10月生まれさんの誕生会� 21日（木）

・ハロウィーン会� 28日（木）

・第6回「子育て講座」

　14日（木）午前10時30分～午前11時30分

　「英語であそぼう」

　講師　黒潮町教育研究所

　　　　堀井凡兒さん、柴岡千佳さん

　場所　地域子育て支援センター
★佐賀おでかけ広場　

　毎週火曜日　午前9時30分～午前11時30分

　場所　あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）

　　　　蕁31－4807

〇ハロウィーン会　26日（火）
（悪天候の日はおでかけできない場合があります。）

○相談・お問い合わせ　地域子育て支援センター（大方中央保育所内）　蕁43－0512

　地域子育て支援センターでは、子育て中の親子が安心して地域で

暮らし、子育ての喜びを分かち合える「場」や、保護者や子どもたちが

交流できる「場」の提供をしています。出産や育児の悩みや日々の暮らしの相談にのり、楽しく子育てができるよう

にお手伝いします。大人・子ども・みんなの遊び場、支援センターにお気軽に遊びに来てください。

10月の予定

日 土月 火 水 木 金

1 2 3 1 2 1
午前 日 外来診療 外来診療（吉村先生） 開庁 外来診療（矢野先生）

午後 日 土
外来診療（川田先生）

外来診療（川田先生）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

3 9

2

4 5 6 7 8
午前 山の日 土振替休日 外来診療（吉村先生） 建国記念の日 外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（池田先生）
15：00まで

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生）

10 1611 12 13 14 15
午前 山の日 土スポーツの日 外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）
伊与喜出張診療所
鈴出張診療所
14：10～15：30

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（吉村先生） 外来診療

外来診療（川田先生）

外来診療（川田先生）

231817

24

31

19 20 21 22
午前 土敬老の日 外来診療（池田先生）11:00まで 外来診療（吉村先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

3025 26 27 28 29
午前 土振替休日 外来診療（澤田先生） 保育所内科健診 昭和の日 外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

秋分の日

外来診療（澤田先生）

成人の日

建国記念日

国民の休日昭和の日

即位の日 国民の休日 憲法記念日

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）
 　　　　　月曜日のみ診療時間が午後0時30分から午後2時（受付は午後1時50分まで）

■拳ノ川診療所 10月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

※当診療所は予約制となっています。初診の方や予約のない方はあらかじめ電話連絡をお願いします。�    

   当日の予約受付もできますので、どうぞご利用ください。�     

※医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。�     

※特定健診（個別健診）を随時受付しています。どうぞご利用ください。�     

外来診療（澤田先生）

「熱が出た」「風邪症状がある」方は、受診前に電話で診察時間を確認してから受診してください。感染症対策のため、ご協力をお願いします。

（各種事情により、急遽変更になる場合があります。
  お電話でご確認ください。）
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月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

小原外科胃腸科 蕁35－0108

大野内科 蕁37－5281

宿毛市　（0880）

田村内科クリニック 蕁63－1668

幡多けんみん病院 蕁66－2222

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

川村内科クリニック 蕁66－2911

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

10/17（日）

24（日）

31（日）

竹本病院 蕁35－415111/3（水）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁66－0013

奥谷整形外科 蕁63－1202

7（日）

中村病院 蕁34－317714（日）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

大方地域

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

地域子育て支援センター愛 育 相 談 ※09:30～10:3018日（月）

早咲集会所早 咲 健 康 相 談 10:00～11:0019日（火）

浮津集落センター浮 津 健 康 相 談 9:30～10:3021日（木）

保健福祉センター乳 児 健 診 個別にお知らせ

入野本村集会所入 野 本 村 健 康 相 談 10:00～11:0022日（金）

芝集会所芝 健 康 相 談 10:00～11:00

小川集落活動センター小 川 健 康 相 談 10:00～11:0025日（月）

上田の口集会所上 田 の 口 健 康 相 談 9:30～10:3028日（木）

肺 が ん 検 診
※07:30～09:30

※13:00～14:00

胃 が ん 検 診
※08:00～09:00

三浦小学校体育館（午前） （午前のみ）
30日（土）

旧馬荷小学校（午後）
大腸がん検診（容器配布）

※08:00～10:00

※13:30～14:30

特 定 健 診
※08:30～10:00

※13:30～14:30

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10月30日の配布時にお知らせ大腸がん検診（容器回収） 個別にお知らせ5日（金）

錦野集会所錦 野 健 康 相 談 10:00～11:009日（火）

新町集会所新 町 健 康 相 談 11:00～13:0010日（水）

集落活動センターかきせ馬 荷 健 康 相 談 9:30～10:3012日（金）

地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談 ※09:30～10:3015日（月）

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

あったかふれあいセンターさが（旧佐賀保育所）愛 育 相 談 10:00～11:0025日（月）

11月 場　　　所 時　　　間内　　　容

佐賀地域胸 部 ひ ろ い 検 診 ※個別にお知らせ11日（木）

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　蕁43―2836　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては変更となる場合があります。その場合はホームページへの掲示やマイク放送などでお知らせします。

大西病院 蕁22－1191
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○お問い合わせ

　本庁 健康福祉課 保健衛生係  蕁43－2836   佐賀支所 地域住民課 保健センター  蕁55－7373

高齢者の皆さんへ インフルエンザの定期予防接種が始まります高齢者の皆さんへ インフルエンザの定期予防接種が始まります高齢者の皆さんへ インフルエンザの定期予防接種が始まります

◆「予防接種」を受ける

・ワクチン接種から免疫ができるまで2週間～1カ月。

　流行する12月～3月を迎える前に接種するのがおすすめ。

・流行するウイルスの型が変わるため、毎年1回、定期的に接種することが望まれる。（※13歳未満は2回）

・新型コロナウイルスのワクチンを接種した場合は、接種後13日以上の間隔をおいて接種すること。

・特に、インフルエンザにかかると症状が重くなりやすい方は、主治医に相談したうえで、積

極的にワクチン接種をしましょう。

【症状が重くなりやすい方】

　高齢者、持病（心臓病・高血圧症・糖尿病・腎臓病など）がある方、乳幼児、妊婦、肥満の方　など

◆「手洗い」でウイルスを除去　　 ◆マスク着用で「咳エチケット」

◆室内における適度な湿度の保持　◆十分な休養、バランスの良い食事

　

　インフルエンザの治療薬が効く期間は、発症してから48時間以内です。それを過ぎると症状を抑

えにくくなります。気になる症状があるときは、医療機関に連絡をしたうえで、早めに受診しましょう。

・感染力がとても強いため、症状が治まっても2日ほどは自宅療養することが望ましいでしょう。

・家族（特に症状が重くなりやすい方）への感染を避けるため、できるだけ家族と別の部屋で療

養しましょう。感染者はもちろん、家族全員がマスクを着用しましょう。

・感染者のお世話はできるだけ限られた人（できれば一人）に決めておきましょう。

・脱水にならないよう、こまめに水分を補給しましょう。また、定期的に部屋を換気しましょう。

実施医療機関

対　象　者

インフルエンザを防ぐには

インフルエンザにかかったときは

もしかかった時は周囲にうつさない配慮を

黒潮町では下記の医療機関で予防接種を受けられます。

要予約。事前に希望の医療機関に接種日時をご確認のうえ、健康保険証を提示

し接種を申し出てください。
お申し込み

実施医療機関

①65歳以上の方

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に

制限される程度の障がいがある方、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとん

ど不可能な程度の障がいがある方（身体障害者手帳1級に相当する方）

健 知 袋康 恵 防ごうインフルエンザ

黒潮町に住民登録があり、接種当日に次の①・②のいずれかに該当する方。

接 種 料 金

※生活保護受給者の方は、免除証明書を持参すれば自己負担金が免除となります。
　免除対象の方は、申請手続きが必要ですので下記までお問い合わせください。
※被接種者本人の意思確認が最終的にできない場合は、予防接種法に基づいた接種を行うことができません。

自己負担金1,100円（公的負担で接種できるのは、上記実施期間中1回だけです）

実施期間 実施日（祝日を除く） 受付時間

火・水・金
午前／8：45～12：00　午後／13：30～17：00

月・水・金　午前／8：30～10：30　午後／13：30～15：30
火曜日　午後／13：30～15：30　木曜日　午前／8：30～11：30
午前・午後と健診や内視鏡検査の状況により、待ち時間が長くなる場合があります。

拳ノ川診療所　蕁55－7111 10月1日（金）～12月28日（火） 診療日が不規則となっていますのでお問い合わせください。

佐賀診療所　　蕁55－2037 10月1日（金）～12月28日（火）

大方クリニック  蕁43－2255 10月4日（月）～12月29日（水）

発症の可能性を減らし
重症化を防ぎます

実施期間

10月1日踝～
12月31日踝
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国保会計国保会計国保会計み
んなで

さ
さ
え
る

○お問い合わせ【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

～ 無料で受けられる「特定健診」を毎年受診しましょう ～

～ 11月・12月の医療費（領収書）について ～

　本年度の集団健診は残り2回となりました。まだ受診していない場合は、10月の集団健診
を受診していただくか、医療機関などでの個別健診（人間ドックを含む）の受診をお願いしま
す。ただし、特定健診を取り扱う医療機関は限られていますので、詳しくは国保係までお問
い合わせください。

■対　象　者　40歳から74歳までで黒潮町国保に加入している方
　　　　　　（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

■受診期間　令和4年3月31日まで（令和4年4月1日からは次年度になります）

■受診場所（集団健診）

■受診に必要なもの　①保険証　　②特定健診受診券　　③問診票　
※特定健診受診券と問診票は、お住まいの地域の集団健診の日程に合わせて2～3週間前をめ
どに発送しています。

※紛失された場合は再発行しますので国保係までご連絡ください。

■個人負担金

　無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場合は、2回目
以降は個人負担（実費）となりますので注意してください。

※20歳から39歳までの国保加入者を対象とした個人負担金無料の「若者健診」も実施していま
す。上記の集団健診会場で受診できますので、若者健診受診券と問診票、保険証をお持ちくだ
さい。

ご自身の健康状態を知るためにも年に1回の特定健診を必ず受診しましょう

日にち 場　　　所 受付時間

10月9日（土） 土佐西南大規模公園体育館
午前　8時30分～9時30分

午後　1時～1時30分

10月30日（土）
三浦小学校体育館

旧馬荷小学校体育館

午前　8時30分～10時

午後　1時30分～2時30分

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、急遽中止になる場合があります。ご不便をおかけしますが、

　ご理解とご協力をお願いします。

※個別健診は「特定健診を取り扱う医療機関」または「人間ドック実施機関」で受診できます。

　所得税の確定申告について、医療費控除の適用を受ける場合に、必要な提出書類の簡略化
が図られています。これにより、「医療費通知」を確定申告書に添付すると、「医療費控除の明
細書」の記載が不要となります。（医療費控除できるのは、前年1月から12月までに実際に支払
った医療費に限られます。）
　確定申告開始前に届く「医療費通知」には10月の医療費までしか記載されていませんので、
11月・12月の医療費については、領収書をもとに「医療費控除の明細書」を別途記入して、医
療費控除を受けることになります。
　医療費控除の適用を受けるために、11月・12月の医療費の領収書は大切に保管しておき
ましょう。
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（緑）

この建物は使用可能です。 この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

この建物に立ち入ることは
危険です。

（黄） （赤）

被災建築物応急危険度判定の例

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれA3サイズです。
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短期集中運動機能向上サービスイド介護保険介護保険介護保険 ガ
◆ 通所型短期集中運動機能向上サービス（通所C型）のお知らせ ◆

介護保険広報シリーズ 186

　「通所型短期集中運動機能向上サービス（通所C型）」は、黒潮町介護予防・日常生活支援事業

の第1号事業のひとつとして実施し、サービスを利用した方の多くに運動機能や生活機能の改善

が見られています。

■ 対象者 

　・要介護認定において「要支援1」または「要支援2」と認定された方

　・基本チェックリスト（左ページ）で支援が必要と判断された方（「事業対象者」と呼びます）

【概要】3カ月間、週2回、専門職が運動機能向上プロ

グラムを実施することで、介護予防、介護状態

の軽減・悪化の防止を図ります。

【目的】運動機能の向上だけでなく、セルフケア（自己

管理）に向けた学習を行うことで、サービスの

終了後においても、各自が継続的に生活機能を

維持していく意識の向上を目指します。

■ サービス提供事業所

・デイサービスセンター浮鞭

　（浮鞭3954－1）

・黒潮町社会福祉協議会

　通所介護事業所こぶし

　（拳ノ川17－3）

■ サービス内容

　ストレッチ体操、器具を用いた下肢筋力向上運動、

体力測定、セルフケアに向けた学習、訪問指導

■ 利用者の声

　入院中あるいは自宅静養中に筋力が弱って歩行状態が悪くなった。

　以前は歩いて行けたスーパーまでしんどくて行けなくなった。

　お風呂に入るのに足が上がらなくて浴槽をまたげない。

このような症状がある方は、地域包括支援センターかお近くのあったかふれあい

センターへご相談ください。

※専門職などによる検討会で適当と認められた方のみ利用できます。

ステップ運動 足ふみ運動 立位ストレッチ

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 地域包括支援センター  　  蕁43－2240・介護保険係　蕁43－2116

　　　　　　　　あったかふれあいセンター　にしきの広場　蕁43－3630・北　　　郷　蕁43－1595

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　が　蕁31－4807・こ　ぶ　し　蕁55－7350

介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。

転倒しなくなり、買い物
に行けるようになった。

気持ちが明るくなり、趣
味やボランティアが楽し
めるようになった。

掃除、洗濯、ゴミ捨てな
ど、家事が楽にできるよ
うになった。
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　現在の身体状況を知るために、下記の質問表に回答して、自己チェックをしてみましょう。

　65歳以上の方で、質問番号6～10のうち★印が3つ以上になった方は、右ページの「通所型短期

集中運動機能向上サービス（通所C型）」の候補者です。

「基本チェックリスト」をご活用ください「基本チェックリスト」をご活用ください「基本チェックリスト」をご活用ください

回　答

（いずれかに○）

★が多かった方は

お読みください。
質　問　項　目

1

質問

番号

はい いいえ★バスや電車で1人で外出していますか

2 はい いいえ★日用品の買物をしていますか

3 はい いいえ★預貯金の出し入れをしていますか

4 はい いいえ★友人の家を訪ねていますか

5 はい いいえ★家族や友人の相談にのっていますか

6 はい いいえ★階段を手すりや壁をつたわらずに上っていますか

7 はい いいえ★椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

8 はい いいえ★15分位続けて歩いていますか

9 はい★ いいえこの1年間に転んだことがありますか

10 はい★ いいえ転倒に対する不安は大きいですか

11 はい★ いいえ6カ月間で2～3kg以上の体重減少がありましたか

12 はい★ いいえ身長　　    ｃｍ、体重　　    ｋｇ（ＢＭＩ＝　　　 ）

★

13 はい★ いいえ半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

14 はい★ いいえお茶や汁物などでむせることがありますか

15 はい★ いいえ口の渇きが気になりますか

16 はい いいえ★週に1回以上は外出していますか

17 はい★ いいえ昨年と比べて外出の回数が減っていますか

18 はい★ いいえ周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか

19 はい いいえ★自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

20 はい★ いいえ今日が何月何日かわからない時がありますか

21 はい★ いいえ（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

22 はい★ いいえ（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

23 はい★ いいえ（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

24 はい★ いいえ（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない

25 はい★ いいえ（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

◆ 介護予防のための基本チェックリスト （記入日：　　年　　月　　日）

（注）BMI＝体重（kg）÷（身長（cm）×身長（cm））が18.5未満の場合に該当（「はい」）とする。

【生活機能全般】生活

が不活発になってい

る可能性があります。

その結果、心身がより

早く衰える危険があ

るかもしれません。

【栄養状態】低栄養にな

ると、筋力が衰えたり、病

気にかかりやすくなります。

【閉じこもり】全身の衰

弱や認知症、うつなど

を招きやすくなります。

【運動器の機能】筋力

が衰えていることから、

活動が不活発になっ

たり、転倒などから寝

たきりを招くことがあ

ります。

⇒右ページのサービ

スの候補者です。

【うつ】うつになると、

活動量が減って心身

が衰えるだけでなく、

自殺などの危険もあ

ります。

【口腔機能】口腔機能

が低下すると、低栄養

や肺炎など、全身の健

康状態が悪化します。

【認知症】初期の認知症

の可能性があります。認

知症は予防と早期発見・

早期対応が重要です。

（注）
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後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所  地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112  

歯 科 健 康 診 査
後期高齢者医療の被保険者の方は、年1回 無料で受診できます。

※治療が必要な場合は、別途費用がかかります。

　皆さんの歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態などをチェックし、口腔機能低

下による誤嚥性肺炎などを予防するため、歯科健康診査を実施します。皆さんのお口
の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科健診を受診しま

しょう。　なお、健診結果は保健指導などに活用しますので、ご了承ください。

ご えん せい

歯科健診実施期間

10月1日（金）～令和4年2月28日（月）

健　診　結　果

受診した歯科医院で、医師より健診当日に説明

「むし歯」、「歯周病」、「噛み合わせ」、「噛む力」などのお口の健康状態が、日々の食生活だけで

なく、認知機能の低下や生活習慣病などに影響を及ぼす恐れがあります。

お口の健康チェックで、健やかな体づくりにつなげましょう

を受けましょう。を受けましょう

受　診　方　法

①受診希望の方は、下記までお申込みください。
※昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生まれの方および前年度後期高齢者医療の歯科健
診を受診した方は、受診券を事前発送しますので、申込みの必要はありません。

※長期入院の方や施設などへ入所中の方は対象外です。
②対象者であることを確認した後に、「受診券」、「問診票」、「実施機関一覧表」をお送りします。
③お送りした一覧表にある歯科医院に電話し、健診の予約をしてください。
④保険証・受診券・問診票・入れ歯・お薬手帳を持って、健診を受けてください。
※重複受診が判明した場合は、健診費用を請求させていただきますので、ご了承ください。

　２つ以上の病院などの医療機関からお薬が出ていると、同じ効果のお薬があっ

たり、飲み合わせが悪いなどの問題が起こることがあります。

　後期高齢者医療被保険者の方で、同じ時期に２つ以上の医療機関を受診し、多くの種類のお薬

が出ている方には、「お薬情報のお知らせ」を発送しています。

　お知らせが届いた方は、かかりつけの薬局や医療機関に「お知らせ」をお持ちのうえご相
談ください。

「お薬情報のお知らせ」をお届けしています
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制

度
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
が

一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

◆
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
６５
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約

８８
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
が
約
４
７
２
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
８
月
下
旬
か
ら
、

請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
１
月
４
日

ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
３
年

１０
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
窓
口
で
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装

っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

お
客
様
の
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口

座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請
求

で
お
困
り
に
な
っ
た
時
は
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

【
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
　
蕁

０
５
７
０
―

０
５
―

４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
（
年

金
証
書
）
や
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

代
理
人
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◆
日
時
　

１０
月

２１
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　
佐
賀
支
所
１
階
町
民
室

◆
予
約

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
蕁

３
４
―

１
６
１
６

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

　
毎
年

１１
月
に
開
催
し
て
い
る
「
黒
潮
町

ま
る
ご
と
産
業
祭
」
に
つ
い
て
、
規
模
縮
小

の
う
え
開
催
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、ご
来
場
の

皆
さ
ん
や
出
店
者
な
ら
び
に
ス
タ
ッ
フ
の

健
康
お
よ
び
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
た
結

果
、
本
年
度
の
開
催
は
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
の
中
止
と
な
り
、

開
催
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

商
工
係

　
蕁

５
５
―

３
１
１
５

相談 教育 スポーツ・健康

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

第
９
回
黒
潮
町
ま
る
ご
と
産

業
祭
中
止
の
お
知
ら
せ

i

（
公
財
）
高
知
県
市
町
村
振
興
協
会

金

22

ま
で
販
売
中
!!
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、
人
権
・

行
政
相
談
所
の
開
催

行
政
相
談
週
間

１０
月
１８
日
（
月
）
〜
２４
日
（
日
）

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
１０
月

１２
日
（
火
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

・
１０
月

１２
日
（
火
）

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
鈴
地
区
漁
民
研
修
施
設

・
１０
月

１５
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
馬
荷
老
人
憩
い
の
家

・
１０
月

１５
日
（
金
）

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
総
務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

毎
年

１０
月
に
「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、

各
種
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
に
お
い
て
も
、
上
記
の
相
談

所
な
ど
で
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　
ま
た
、

１０
月

２９
日
（
金
）
午
前

１０
時
か

ら
午
後
３
時
に
は
、
ア
ピ
ア
さ
つ
き（
四

万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

１３
）
に
て
、
１

日
合
同
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

（
完
全
予
約
制
）。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
お
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
医
療
保
険
や
年
金
の
こ
と
を
聞
き
た

い
・
道
路
標
識
が
わ
か
り
づ
ら
い

・
車
イ
ス
な
ど
で
公
共
施
設
が
利
用
し

づ
ら
い

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省

 
高
知
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―

８
２
４
―

４
１
０
０

 
黒
潮
町
で
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者

相
談
、
不
動
産
、
相
続
、
離
婚
、
地
域

で
の
悩
み
相
談
に
対
応
す
る
た
め
弁
護

士
を
招
き
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
日
ご
ろ
、
な
か
な
か
相
談
で
き
な

い
こ
と
も
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

 
１０
月

２０
日
（
水
）

 
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
本
庁
前
）

※
相
談
時
間
は
１
人

３０
分
以
内
で
す
の

で
、
相
談
日
の
１
週
間
前
の
水
曜
日

午
前
８
時

３０
分
か
ら
電
話
ま
た
は
左

記
窓
口
で
先
着
４
人
を
受
け
付
け
、

そ
の
際
、
相
談
内
容
を
聴
き
取
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
同
じ
内
容
の
相
談
は
、
１
回
限
り
で
、

担
当
弁
護
士
が
既
に
相
手
方
の
相
談

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
相
談
日

の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
左
記
窓
口

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
が
年
々
増
え
続
け

て
お
り
、
国
内
で
の

１３
歳
か
ら

５９
歳
ま

で
の
年
齢
層
で
は
個
人
の
利
用
者
が

９７

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

便
利
な
道
具
で
あ
る
反
面
、
使
い
方
を

間
違
え
た
り
、
悪
意
を
も
っ
て
使
っ
た

り
す
る
と
「
凶
器
」
に
も
な
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
誰
も
が
見
ら
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

掲
示
板
な
ど
に
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
む

な
ど
、
近
年
、
他
人
の
人
権
を
侵
害
す

る
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の

携
帯
端
末
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
間
で

の
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
大
人

が
常
に
状
況
を
把
握
す
る
努
力
を
し
、

人
権
の
視
点
か
ら
注
意
・
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
互
い
を
尊
重

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
ル
ー
ル
を
守

っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
開
催

iお金 仕事 その他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

i
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令
和
３
年
３
月

２３
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」

の
う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
住
民

税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
向
け
の
給
付

金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
ひ
と
り
親
世
帯
分
の
同
給
付
金
を
受

給
し
て
お
ら
ず
、
左
記
①
、
②
両
方
の

要
件
に
該
当
す
る
方

①
令
和
３
年
３
月

３１
日
時
点
で

１８
歳
未

満
の
児
童
（
障
が
い
児
の
場
合
、

２０
歳

未
満
）
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
、
ま
た

は
、
令
和
３
年
４
月
〜
令
和
４
年
２

月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

す
る
父
母
な
ど

②
令
和
３
年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が

非
課
税
の
方
、
ま
た
は
、
令
和
３
年

１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
急
変

し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と

な
っ
た
方

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
３
で
定
め

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
平
成

１３
年
４
月
２
日

以
降
の
出
生
児
童
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

◆
支
給
額

　
支
給
対
象
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

◆
支
給
手
続
き

①
令
和
３
年
５
月
分
以
降
の
新
規
の
児

童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
者
の
う
ち
、
令
和
３
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

方
　
申
請
は
不
要
で
す
。
該
当
者
に
は
随

時
事
前
に
通
知
の
う
え
、
児
童
手
当

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

※
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
受
給

者
で
住
民
税
非
課
税
の
方
に
つ
い
て

は
、
７
月
に
支
給
済
み
で
す
。

②
①
以
外
の
支
給
対
象
者
（
高
校
生
の

み
を
養
育
し
て
い
る
方
、
収
入
が
急

変
し
た
方
な
ど
の
要
件
の
方
）

　
郵
送
、
ま
た
は
窓
口
に
て
申
請
手
続

が
必
要
で
す
。
７
月
中
旬
に
ご
案
内

と
と
も
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
申
書
書
に
必
要
な
添
付
書
類
を

添
え
て
、
申
請
期
間
内
に
役
場
担
当

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

内
容
を
審
査
の
う
え
、
申
請
者
の
指

定
口
座
へ
随
時
振
り
込
み
ま
す
。

※
窓
口
で
の
申
請
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

発
熱
時
を
避
け
、
感
染
対
策
（
マ
ス

ク
着
用
・
手
指
消
毒
な
ど
）
を
し
っ

か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〜
申
請
書
に
必
要
な
添
付
書
類
〜

・
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
写
し
）

・
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
（
通
帳
の

写
し
な
ど
）

・
収
入
見
込
み
額
の
申
立
書
（
家
計
急

変
者
の
場
合
）

・
公
簿
な
ど
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

対
象
児
童
と
の
関
係
性
を
証
明
す
る

書
類

◆
申
請
期
限
　
※
当
日
消
印
有
効

　
令
和
４
年
２
月

２８
日
（
月
）

《
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
へ
の
支
援
》

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
対
象

児
童
と
と
も
に
避
難
し
て
い
る
方
で
、

事
情
に
よ
り
今
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

に
住
民
票
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
つ
い
て
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
と
、
支
給
対
象
者
に
該
当
し
た

場
合
は
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　

◆
手
続
き
の
方
法

　
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
分
）
受
給
に
係
る
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
を
理
由
と
し
て
対
象
児
童

と
と
も
に
避
難
し
て
い
る
旨
の
申
出
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
の
い
ず

れ
か
の
書
類
を
添
え
て
お
住
ま
い
の
給

付
金
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
婦
人
相
談
所
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
発
行
す
る
証
明

書
・
保
護
命
令
決
定
書
の
謄
本
ま
た
は
正

本
※
す
で
に
配
偶
者
の
暴
力
を
理
由
と
し

た
避
難
事
例
と
し
て
児
童
手
当
の
認

定
請
求
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
申
出

不
要
で
す
。

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

・
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
、

手
数
料
の
振
り
込
み
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
政
府
機
関
や
自
治
体
な
ど
を
装
っ
た

偽
サ
イ
ト
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

要
件
の
審
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
速

や
か
に
住
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
１
１
２

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ

と
り
親
世
帯
以
外
分
）
に
つ
い
て
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
付
窓

口
の
時
間
延
長

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

の
た
め
、
申
請
・
受
取
に
関
し
て
担
当

窓
口
の
開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
延
長
時
間

・
本
庁
 

住
民
課
 

住
基
戸
籍
係

　
毎
週
水
曜
日
　

 
午
後
５
時

１５
分
〜
午
後
７
時

１５
分

・
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口

第
２
係

　
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
午
後
５
時

１５
分
〜
午
後
７
時

１５
分

◆
時
間
延
長
期
間
・
内
容

　
９
月
８
日
（
水
）
か
ら
令
和
４
年
１
月

２６
日（
水
）
ま
で（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

※
延
長
時
間
の
業
務
内
容
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
受
取
に
限

り
ま
す
。（
左
記
蠢

蠡

蠱

蠶

）

蠢

、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ

ー
ト
（
無
料
）

【
サ
ポ
ー
ト
内
容
】

・
顔
写
真
撮
影

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
代
行

【
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
】

①
通
知
カ
ー
ド
　
②
本
人
確
認
書
類

蠡

、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
し

て
か
ら
発
行
ま
で
に
約
２
週
間
〜
１
カ

月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
カ
ー
ド
は
役
場

に
届
き
、
役
場
か
ら
交
付
に
つ
い
て
の

ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。

【
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
】

①
通
知
カ
ー
ド

②
交
付
案
内
の
ハ
ガ
キ

③
本
人
確
認
書
類
（
左
記
Ａ
の
う
ち
１

点
も
し
く
は
Ｂ
の
う
ち
２
点
。
有
効

期
限
が
あ
る
も
の
は
有
効
期
限
内
に

限
り
ま
す
）

Ａ　
運
転
免
許
証
・
運
転
経
歴
証
明
証
（
平

成
２４
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
）・
パ
ス
ポ

ー
ト（
旅
券
）・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
顔

写
真
付
）・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
在
留

カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者
証
明
書
・一
時
庇
護

許
可
書
・
仮
在
留
許
可
書

Ｂ　
健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
各
種
年

金
証
書
・
生
活
保
護
受
給
者
証
・
児
童

扶
養
手
当
証
書
・
顔
写
真
付
き
の
学
生

証
や
社
員
証
な
ど

【
注
意
事
項
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
受

け
取
り
の
際
は
、
必
ず
申
請
者
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

１５
歳
未
満

の
場
合
は
、
法
定
代
理
人
（
親
権
者
）
の

方
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

蠱

、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３

年
４
月
３０
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
て

い
る
方
へ

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
令
和
３
年

１２
月

３１
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
」

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
、

令
和
３
年
４
月

３０
日
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
令
和
３
年

１２
月

３１
日
ま
で
に
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
を
完
了
し
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
の
サ
ポ
ー

ト
も
役
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
（
カ
ー
ド
な
ど
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
時
に
自

身
が
設
定
し
た
数
字
４
桁
の
暗
証
番

号
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗

証
番
号
）

蠶

、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３

年
５
月
１
日
以
降
に
新
規
申
請
さ

れ
た
方
へ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
地

域
振
興
券
を
も
ら
お
う
！
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
、
電
子
的
な
手
続
き
の
増
加

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
安
全
で
確
実
な

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
黒
潮

町
で
は
、
そ
の
手
段
と
な
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
る
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
５
月
１
日
以
降

に
申
請
さ
れ
た
方
に
地
域
振
興
券
を
配

布
し
ま
す
。

◆
配
布
対
象
者

　
５
月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま
で
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
に
申
請
さ

れ
た
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

◆
配
布
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
時

に
本
庁
ま
た
は
佐
賀
支
所
に
て
お
渡
し

し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
郵
送
で
受

け
取
り
希
望
の
方
に
は
、
郵
送
で
発
送

し
ま
す
。

◆
配
布
金
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
５
千

円
分
（
５
０
０
円
×

１０
枚
）

◆
使
用
期
限

　
令
和
４
年
２
月

２８
日
ま
で

◆
利
用
可
能
店
舗

　
黒
潮
町
内
の
登
録
店
舗
（
地
域
振
興

券
と
あ
わ
せ
て
登
録
店
舗
一
覧
を
配
布

し
ま
す
）

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１
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◆
予
防
接
種
と
献
血

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
・
モ
デ
ル
ナ
社
）
を
接
種
し
た
方

は
、

４８
時
間
経
過
す
れ
ば
献
血
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は

２４
時
間

経
過
す
れ
ば
献
血
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
既
感
染
者
の
献
血
受
け
入
れ

　
９
月
８
日
（
水
）
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
既
感
染
者
の
う
ち
、
症
状
消
失

後
（
無
症
状
の
場
合
は
陽
性
と
な
っ
た

検
査
の
検
体
採
取
日
か
ら
）
４
週
間
が

経
過
し
、
回
復
後
に
治
療
や
通
院
を
要

す
る
後
遺
症
が
な
く
、
問
診
な
ど
に
よ

り
全
身
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
れ
ば
献
血
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ

る
影
響
が
続
く
な
か
、
献
血
の
協
力
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
�お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

５
５
―

７
３
７
３

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁

０
８
８
―

８
６
６
―

６
６
６
７

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
献
血

献血バスがやってきます

次の日程で献血バスがやってきます。気軽にできるボランティアとして、献血にご協力をお願いします。

日　　時 時　　間 実施場所

10月18日（月） 10：00～12：30 総合センター（佐賀）

10月19日（火）
10：00～12：00 保健福祉センター（大方）

13：30～16：00 本庁舎

※バスでは400裨献血のみです。

町営住宅が完成しました 【一般公募のご案内】

　この度、役場本庁西の町営住宅が完成しました。当該住宅は、耐震補強工事ができない町営住

宅の耐震性確保のために建設を行いました。建設戸数は22戸ありますが、建替計画中に住宅から

退去された方などがおり、最終的に5戸空き部屋がありますので、空き部屋については入居者を

一般公募します。

　公募期間は10月15日（金）から10月29日（金）、申請書などはホームページでダウンロードし

ていただくか、下記担当課にて配布および受付をしています。また、入居開始時期は令和4年1月

初旬を予定しています。なお、新団地以外の町営住宅についても公募していますので、詳細の確

認については下記担当課にお問い合わせください。

○お問い合わせ　本庁まちづくり課 住宅係　蕁43－2115

【応募資格】下記の要件をすべて満たす方

  ①現在住宅に困窮していることが明らかな方

  ②基準月額所得が15万8千円以下の方

   （裁量世帯は21万4千円以下）

  ③町税などに滞納のない方

  ④申請者および同居しようとする方が暴力

     団員ではない方

【新団地の詳細】

名称 住　　　　所
空き部屋

（間取りなど）
募集戸数 構造

入居時家賃
（所得で増減）

桜野団地 黒潮町入野5917番地
3LDK（2・3階） 4戸

耐火
4DK（2階） 1戸

25,900円～
51,200円

さくらのだんち
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ご
み
を
燃
や
す
と
悪
臭
や
煙
に
よ
る

近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、

有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
人
へ
の
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
を
野

焼
き
で
処
分
す
る
こ
と
は
法
律
で
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
は
定
め
ら

れ
た
処
理
方
法
で
適
正
に
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

【
罰
則
規
定
】

５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
（
ま
た
は
こ
の
併
科
）
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

◆
野
焼
き
の
例
外
に
つ
い
て
（
具
体
例
）

①
河
川
や
海
岸
の
管
理
者
が
行
う
管
理

上
必
要
な
草
木
や
漂
着
物
な
ど
の
焼
却

②
道
路
管
理
者
が
行
う
道
路
管
理
の
た

め
に
剪
定
し
た
枝
な
ど
の
焼
却

③
ど
ん
と
焼
き
な
ど
の
地
域
の
行
事
に

お
け
る
不
要
と
な
っ
た
門
松
、
し
め

縄
な
ど
の
焼
却

④
農
作
業
に
お
け
る
草
木
や
稲
わ
ら
な

ど
の
焼
却
、
漁
網
に
付
着
し
た
海
産

物
の
焼
却

⑤
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
を
行
う
際
の
木
く
ず
な
ど
の
焼
却

◆
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
事
業
系
一
般

廃
棄
物
は
？

　
家
庭
ご
み
は
分
別
し
町
の
ご
み
収
集
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
系
一
般
廃
棄
物

は
集
積
所
に
出
さ
ず
に
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
か
、
町
が
許
可

し
た
収
集
・
運
搬
業
者
に
委
託
し
、
責
任

を
持
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
間
伐
や
造
林
な
ど
に
対
す
る
支
援
制

度
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

【
施
業
を
集
約
化
し
、
間
伐
な
ど
を
行

う
場
合
の
補
助
事
業
】

◆
造
林
事
業
（
国
庫
補
助
事
業
）

・
内
容
　
林
齢
が

１１
年
生
以
上
か
つ
０
・

１
／
謔
以
上
の
人
工
林
の
除
伐
、
保

育
間
伐
、
搬
出
間
伐
、
作
業
道
に
つ

い
て
支
援
。

・
補
助
率
　
事
業
費
の

６８
％

◆
み
ど
り
の
環
境
整
備
支
援
交
付
金
事

業
（
県
補
助
事
業
）

・
内
容
　

１１
〜

４５
年
生
の
人
工
林
の
除

伐
、
保
育
間
伐
（
造
林
事
業
に
プ
ラ

ス
）
に
つ
い
て
支
援
。

・
補
助
率
　
定
額

◆
木
材
安
定
供
給
推
進
事
業
（
国
庫
補
助
事
業
）

・
内
容
　
０
・
１
／
謔
以
上
の
人
工
林

の
除
伐
、
保
育
間
伐
、
搬
出
間
伐
、

作
業
道
に
つ
い
て
支
援
。

・
補
助
率
　
定
額

【
自
分
で
自
分
の
山
を
手
入
れ
す
る
場
合

の
補
助
事
業
（
自
伐
林
家
な
ど
を
含
む
）
】

◆
緊
急
間
伐
総
合
支
援
事
業
（
県
補
助
事
業
）

・
内
容
　
林
齢
が

１１
年
生
以
上
か
つ
０
・

１
／
謔
以
上
の
人
工
林
の
保
育
間
伐
、

搬
出
間
伐
、
作
業
道
に
つ
い
て
支
援
。

・
補
助
率
　
定
額

【
再
造
林
お
よ
び
被
害
防
護
施
設
な
ど

に
対
す
る
支
援
制
度
】

◆
森
林
資
源
再
生
支
援
事
業
（
県
補
助
事
業
）

・
内
容
　
造
林
事
業
お
よ
び
木
材
安
定

供
給
推
進
事
業
で
採
択
さ
れ
た
人
工

造
林
お
よ
び
附
帯
施
設
等
整
備
、
下

刈
り
お
よ
び
皆
伐
施
業
地
か
ら
発
生

す
る
林
地
残
材
な
ど
の
運
搬
に
つ
い

て
支
援
。

・
補
助
率
　
事
業
費
の

９０
〜

９５
％
以
内

（
運
搬
は
定
額
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

　
　
　
蕁

５
５
―

３
１
１
５

　
幡
東
森
林
組
合

　
　
　
蕁

５
５
―

２
０
２
１

　
幡
多
林
業
事
務
所

　
　
　
蕁

３
５
―

５
９
７
７

　
高
知
県 

木
材
増
産
推
進
課

　
　
　
蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
０
２

　
７
月

１０
日
（
土
）
、
踏
切
の
な
い
場
所

で
、
線
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
た
際
、

列
車
と
衝
突
し
大
け
が
を
負
わ
れ
る
事

象
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
安
全
の
確
保
は
、
鉄
道
会
社

だ
け
で
は
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
、
警
察
や
自
治
体
な
ど
の
関
係

機
関
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
踏
切
の
な
い
場
所
で
の
線
路
横
断
は

絶
対
せ
ず
、
安
全
の
確
保
に
向
け
た
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
線
路
内
に
立
ち
入
っ
た
場
合
は
、
鉄
道

営
業
法
第

３７
条
で
科
料
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
単
に
線
路
内
に
入
っ
た
だ

け
で
な
く
、
列
車
の
往
来
に
危
険
を
生

じ
さ
せ
た
場
合
は
、
刑
法
第
１
２
５
条

「
往
来
危
険
罪
」
や
第
１
２
９
条
「
過
失

往
来
危
険
罪
」に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
線
路
内
立
ち
入
り
が
原
因
で
支
障
時

間
が
１
時
間
未
満
の
輸
送
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
っ
て
も
、
１
千
万
円
を
超
え
る
影
響

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
（
株
）
鉄
道
部

　
　
　
　
　
　
　
蕁

３
４
―

４
５
３
１

野
焼
き
は
法
律
で
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

i

踏
切
の
な
い
場
所
で
の
線
路

横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う

i

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

i
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保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
３
回
講
座
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
基
本
的
に
３
回
す
べ
て

の
講
座
に
参
加
で
き
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
）

　
子
ど
も
と
の
良
い
関
わ
り
方
を
学
び

な
が
ら
、
日
常
の
子
育
て
の
困
り
ご
と

を
解
消
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
す
る
保
護
者
向
け
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

◆
日
程
・
内
容

・
第
１
回
「
行
動
で
み
る
」

　
１０
月

１４
日
（
木
）

・
第
２
回
「
ほ
め
上
手
に
な
る
」

　
１０
月

２７
日
（
水
）

・
第
３
回
「
伝
え
上
手
に
な
ろ
う
」

　
１１
月

１０
日
（
水
）

◆
場
所
　
本
庁
３
階 

会
議
室
１

◆
時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁

４
３
―

２
８
３
６

　
１０
月
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
開
催
の
際
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
不
明
点
や
疑
問
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◯
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 
生
涯
学
習
係
　

蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催

の
「
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し

ま
す
。
横
瀬
川
ダ
ム
の
畔
を
ゆ
っ
く
り

歩
き
な
が
ら
、
新
し
い
ダ
ム
、
湖
と
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
引
率
す
る
た

め
、
初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
実
施
し

ま
す
。

◆
期
日
 

１１
月
７
日
（
日
）
　

◆
場
所
 

横
瀬
川
ダ
ム
（
宿
毛
市
）

◆
定
員
 

４０
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
）

◆
参
加
対
象
 

町
内
在
住
で
脚
力
に
自

信
の
あ
る
方

◆
コ
ー
ス
 

往
復
　
約
６
袰

◆
申
込
 

各
戸
配
布
の
「
秋
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
本
庁
教
育
委
員

会
も
し
く
は
佐
賀
支
所
地
域
住
民
課

窓
口
に
提
出
す
る
か
郵
送
で
ご
送
付

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
 

１０
月
１
日（
金
）〜

１０
月

２０
日（
水
）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
　

蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
Ｆ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ

８４
主
催（
黒

潮
町
後
援
）
の
「
く
ろ
し
お
サ
ッ
カ
ー

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
１１
月
３
日
（
水
・
祝
）

・
午
前
９
時
〜
 

受
付

・
午
前
９
時

３０
分
〜

 
各
年
代
別
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

（
４
〜
６
歳
、
小
１
〜
２
年
生
、
３

〜
４
年
生
、
５
〜
６
年
生
、
中
学
生
）

・
午
前

１１
時
〜
 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
マ
ッ
チ

Ｆ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ

８４ 

対 

中

村
ク
ラ
ブ

・
午
後
１
時

３０
分
〜

世
代
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
参
加
者
全
員

で
チ
ー
ム
を
作
り
、「
走
ら
な
い
」「
ボ

ー
ル
を
手
で
触
ら
な
い
」
サ
ッ
カ
ー
を

行
い
ま
す
。
午
後
１
時
ま
で
に
受
付
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
人
工
芝

◆
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
お
勤
め
の
方

＊
申
込
不
要
。
参
加
希
望
者
は
、
当
日
運

動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｆ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ

８４

　
蕁

０
９
０
―

４
３
３
９
―

３
５
９
９

１０
月
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
中
止

秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

く
ろ
し
お
サ
ッ
カ
ー
デ
ー

よ
り
よ
い
親
子
関
係
づ
く
り
の

た
め
の
保
護
者
学
習
会
（
上
手

に
ほ
め
て
楽
し
い
子
育
て
講
座
）
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地
域
の
昔
話
や
言
い
伝
え
を
大
型
紙

芝
居
に
し
て
公
演
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
お
は
な
し
玉
手
箱
」
が
結
成

２０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
紙
芝
居
の
作
品
展

示
と
上
演
、
町
民
大
学
第
３
講
座
を
兼

ね
た
、
四
万
十
市
出
身
の
小
説
家
・
児

童
文
学
作
家
の
中
脇
初
枝
さ
ん
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
中
脇
初
枝
さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
が

参
加
で
き
る
手
あ
そ
び
や
紙
芝
居
の
上

演
、「
き
み
は
い
い
子
・
昔
話
が
く
れ

た
も
の
」
と
題
し
て
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、

１０
月

２０
日
（
水
）
〜

１１
月

１５
日

（
月
）
ま
で
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
紙

芝
居
全
作
品
の
表
紙
を
展
示
し
内
容
を

絵
本
に
し
て
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館

◆
作
品
展
示

　
１０
月

２０
日
（
水
）
〜

１１
月

１５
日
（
月
）

◆
紙
芝
居
上
演
・
講
演
会

　
１０
月

３１
日
（
日
）

　
午
後
１
時
開
場
　
午
後
１
時

３０
分
開
演

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
　

蕁

４
３
―

０
０
４
４

　
昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
観
点
か
ら
延
期
し
て
お
り

ま
し
た
第

１６
回
暁
忌
俳
句
大
会
を
、
今

年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
た
通
信
句

会
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東

京
を
は
じ
め
各
地
か
ら
１
４
７
句
（

４９

名
）
も
の
作
品
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
主
催
　
上
林
暁
顕
彰
会
・
三
水
会

 
 
 
 

上
林
暁
文
学
館

◆
選
者
　
岡
林
知
世
子
先
生

（
高
知
県
俳
句
連
盟
副
会
長
）

◆
選
者
選
句
結
果
（
賞
名
・
作
者
・
作
品
）

上
林
暁
大
賞
　
柴
田
　
清
（
四
万
十
市
）

　
文
藝
を
支
ふ
る
町
や
暁
忌
　

中
山
一
志
賞
　
國
友
　
積
（
黒
潮
町
）

　
折
れ
曲
が
る
魂
文
字
愛
し
暁
忌
　

黒
潮
町
長
賞
　
千
葉
理
枝
子
（
高
知
市
）

　
木
の
葉
髪
夫
の
介
護
を
生
き
甲
斐
に

教
育
長
賞
　
山
岡
美
智
子
（
高
知
市
）

　
辣
韭
畑
千
条
海
へ
香
を
放
つ

上
林
暁
顕
彰
会
長
賞

西
込
　
と
き
（
高
知
市
）

　
暁
忌
露
地
に
人
情
あ
り
に
け
り

上
林
暁
文
学
館
長
賞

栗
坂
　
海
馬
（
高
知
市
）

　
暁
忌
良
き
故
郷
よ
隣
人
よ

上
林
暁
賞
　
甲
藤
　
卓
雄
（
香
美
市
）

　
四
万
十
の
鮎
と
し
育
ち
下
る
か
な

上
林
暁
賞
　
徳
永
　
逸
夫
（
須
崎
市
）

　
幡
多
こ
と
ば
涼
し
く
聞
き
て
暁
忌

上
林
暁
賞
　
中
平
　
孝
子
（
高
知
市
）

　
実
浜
木
綿
五
体
投
地
に
暁
忌

上
林
暁
賞

山
闢
紀
美
子
（
土
佐
清
水
市
）

　
音
の
な
き
暁
生
家
柿
若
葉

上
林
暁
賞
　
千
葉
　
徹
（
高
知
市
）

　
片
麻
痺
で
泳
ぎ
切
つ
た
る
ダ
ム
湖
か
な

上
林
暁
賞
　
和
田
　
和
子
（
高
知
市
）

　
妹
の
ま
こ
と
の
支
え
暁
忌

上
林
暁
賞
　
亀
井
し
げ
み（
四
万
十
市
）

　
暁
を
育
て
し
山
河
風
薫
る

上
林
暁
賞
　
山
本
　
千
秋
（
室
戸
市
）

　
涼
し
さ
や
若
き
暁
ブ
ロ
ン
ズ
像

入
選
者
（
作
者
の
み
）

吉
岡
　
鈴
代
（
四
万
十
市
）
・
戸
田
ゆ
き

子（
黒
潮
町
）・
山
沖
　
幸
喜（
黒
潮
町
）・

浜
口
　
潔（
高
知
市
）・
宮
川
　
昭
男（
黒

潮
町
）
・
藤
原
佳
代
子
（
四
万
十
町
）

◆
投
句
者
が
選
ぶ
高
得
点
句

六
点
句

渡
部
　
悟
（
四
万
十
市
）

　
夏
帽
子
乗
り
換
え
駅
の
二
番
線

五
点
句

栗
坂
　
海
馬
（
高
知
市
）

　
暁
の
黴
の
匂
ひ
の
貴
重
本

宮
川
　
昭
男
（
黒
潮
町
）

　
ひ
ね
も
す
を
遠
き
海
鳴
り
暁
忌

宮
川
　
恵
子
（
黒
潮
町
）

　
杖
音
の
響
く
隧
道
梅
雨
遍
路

山
岡
美
智
子
（
高
知
市
）

　
か
な
か
な
や
あ
か
つ
き
館
の
白
き
黙

四
点
句

浜
口
　
潔
（
高
知
市
）

　
薤
掘
る
腰
を
伸
ば
せ
ば
太
平
洋

岡
林
知
世
子
（
高
知
市
）

　
筆
に
身
を
使
ひ
切
つ
た
る
暁
忌

芝
岡
　
美
代
（
土
佐
清
水
市
）

　
廃
校
に
百
年
日
誌
河
鹿
鳴
く

宮
川
　
恵
子
（
黒
潮
町
）

　
鯨
住
む
海
に
あ
お
あ
お
と
暁
忌

○
お
問
い
合
わ
せ

　
上
林
暁
文
学
館（
大
方
あ
か
つ
き
館
）

　
蕁

４
３
―

２
１
１
０

お
は
な
し
玉
手
箱
２０
周
年
記

念
事
業
「
中
脇
初
枝
講
演
会

と
紙
芝
居
作
品
展
」

i

大
方
あ
か
つ
き
館
開
館
２０
周

年
上
林
暁
没
４０
年
記
念
「
第
１６

回
暁
忌
俳
句
大
会
」
結
果

i

中山一志賞を受賞
した國友積（黒潮町）
さん。おめでとうご
ざいます。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
高
速

道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し
、９
月
か
ら
１１

月
ま
で
の
間
、
全
国
で
自
動
車
の
使
わ
れ

方
な
ど
を
調
べ
る
「
全
国
道
路
・
街
路
交

通
情
勢
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
の
う
ち
、「
自
動
車
起
終
点
調
査
」

に
つ
い
て
は
、
無
作
為
に
選
定
し
た
自
動

車
を
保
有
す
る
人
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、
自
動
車
の
利
用
実
態
を
お
答
え

い
た
だ
く
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
道
路
の
計
画
や
管
理
な
ど
の
基

礎
と
な
る
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

調
査
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

蕁

０
１
２
０
―

８
８
８
―

５
１
７

※
午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
日
、祝
日
を
除
く
）

令
和
３
年
以
降
の
年
末
調
整
説
明
会
開

催
取
り
や
め
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
現

に
伴
い
、
社
会
全
体
が
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
「
新
た
な
日
常
」
に
向
け
て
変
化
し

て
い
る
中
、
行
政
も
各
種
事
務
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
年
末
調

整
に
係
る
情
報
提
供
体
制
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
図
り
、こ
れ
ま
で
税
務
署
主
催
で

実
施
し
て
い
た
年
末
調
整
説
明
会
は
、
令

和
３
年
以
降
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
、デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
情
報
提
供
体

制（
動
画
配
信
を
中
心
と
し
た
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
か
ら
で
も
」
必
要
な
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
）
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
な
お
、
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種

情
報
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
年
末
調
整
特
集
ペ
ー
ジ
」
の
作
成
を

予
定（
１１
月
掲
載
予
定
）し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
税
務
署
　

蕁

３
５
―

２
１
３
５

国
土
交
通
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

i

中
村
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

中村税務署からのお知らせ

消費税インボイス制度説明会について

　説明会は事前予約制です。お電話で

お申込みください。

開催日　10/21（木）、11/15（月）、

　　　　12/14（火）

詳細はお問い合わせください。

※電話によるお問い合わせは、自動音

声により案内していますので、「2」を

選択（プッシュまたはダイヤル）してく

ださい。

〇お問い合わせ

　中村税務署法人課税部門

　蕁35－2135

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2021（令和3）年10月・11月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

※イベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期、中止となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

10/20（水）～
11/15（月）

10/24（日）・

11/14（日）・

     28（日）

23（土）～
25（月）

13（土）・
14（日）

10/23（土）
   ・24（日）

生涯学習係� 蕁43－0044

おはなし玉手箱20周年記念事業
大型かみしばい作品展示

大方あかつき館
町民ギャラリー

10:00

黒潮カップ少年サッカー大会
土佐西南大規模公園
人工芝グラウンド

10:00

佐賀文化展
佐賀交流センター「みらい」

（旧佐賀保育所）
9:00

24（日） 黒潮町少年剣道大会
土佐西南大規模公園
体育館

9:30

企画振興係� 蕁43－2177くろしおにほんごサロン 本庁3階　会議室 10:00

30（土）

生涯学習係� 蕁43－0044

生涯学習係� 蕁43－0044

第15回黒潮町子ども会球技大会
土佐西南大規模公園
体育館

8:30

31（日）
おはなし玉手箱20周年記念事業 兼
第16回町民大学第3講座（中脇初枝さん）

大方あかつき館
レクチャーホール

第1部13:30
第2部14:10

1回目10:00
2回目14:00

11/6（土） 大方あかつき館�蕁43－2100人形劇団プーク「あやとじろきちおおかみ」ほか
大方あかつき館
レクチャーホール

7（日） 秋のウォーキング 横瀬川ダム（宿毛市） 9:00

第59回大方の秋まつり（作品展示）
土佐西南大規模公園
体育館

9:00
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上記行事は天候などの都合および新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から無観客開催、延期、中止する場合があります。

【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）　・球技場（天然芝グラウンド）

　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166

日（曜） 行　　　事　　　名 場　　　　所

2（土） 高知県リーグ（中学生サッカー） 多目的運動広場

3（日）

ボッチャ大会 体育館

幡多地区中学校新人野球大会（兼高知県大会幡多地区予選会） 大方球場

8（金） 町内小学校陸上記録会 多目的芝生広場

9（土） 幡多地区中学校ソフトテニス秋季大会 テニスコート

9（土）・10（日） 第100回全国高等学校サッカー選手権大会高知県予選 多目的芝生広場、多目的運動広場

10（日）

中学生バスケットボール大会 体育館

第28回高知県中学校サッカー選手権 佐賀東地区多目的広場

17（日）

あそビバ！in高知（ボールゲームイベント）（幼少年期対象） 体育館

土佐西南黒潮パークゴルフ協会 開場記念杯 パークゴルフ場

16（土）・17（日）

第100回全国高等学校サッカー選手権大会高知県予選 多目的運動広場

JFA第25回全日本U-18女子サッカー選手権大会四国大会（高校生） 多目的運動広場

16（土）

中学生バスケットボール大会 体育館

森本旗争奪中学生ソフトテニス大会 テニスコート

21（木） ろうれんピック（高知県老人クラブ連合会） 体育館

23（土） 西部リーグ（サッカー）（小学生および保護者） 多目的運動広場

23（土）・24（日） 第18回黒潮カップ少年サッカー大会（小学生サッカー） 多目的運動広場

高知県リーグ（社会人サッカー） 多目的運動広場

24（日） 黒潮町少年剣道大会（小学生） 体育館

県民スポーツフェスティバル（ソフトテニス） テニスコート

30（土）

31（日）

黒潮町子ども会球技大会（ドッジボール）（小学生） 体育館

高知県リーグ（中学生サッカー） 多目的運動広場

30（土）・31（日） 高知りょうまフェスタ（小学生サッカー） 多目的運動広場

JFA第26回全日本U-15女子サッカー選手権大会四国大会（中学生） 多目的運動広場

高知県リーグ（女子サッカー）（中学生～社会人） 多目的運動広場

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　10月
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黒潮町ケーブルテレビ

10月番組予定表

IWKTVの放送時間・番組などに関するお問い合わせは

本庁 情報防災課 情報推進係 または
IWKTV制作室まで

【情報推進係】    蕁43－2188 

【IWKTV制作室】蕁43－0500
番　　組 放送時間

番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

お 知 ら せ

高知県議会・秋の大運動会を放送予定！高知県議会・秋の大運動会を放送予定！

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ＩＷＫTV番組
7：00　12：00　18：00　21：00

高知ケーブルテレビ
14：00　20：15　23：00

体操番組 6：45　11：00　14：45　20：00

幡多サイクル紀行 8：35　13：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　13：45　19：45　22：45

昭和南海の記憶 23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

IWKTV加入・放送に関する不具合などのお問い合わせは

【光ネットワークセンター】

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

インスタグラム フェイスブック

◆高知県議会定例会

◆IWKTVでは、インスタグラム・フェイスブ
ックで番組案内や取材の風景などを発信
しています。ご利用中の方は、右記QRコ
ードよりのぞいてみてください。

　議会日程：9月22日（水）～10月14日（木）�

　放送時間：午前10時から議会終了まで

※高知県議会の放送日程は変更となる場合があります。

◆秋の大運動会（保・小・中）
元気いっぱい運動会を楽しむ子どもたちの様子

をお届けします。

※詳しい放送時間などは電子番組表でもご確認頂けます。

第32回第33回第33回第33回Ｔシャツアート展Ｔシャツアート展Ｔシャツアート展Ｔシャツアート展
日 時:10月30日（土）～11月3日（水・祝）午前8時～午後4時

場所:砂浜美術館（黒潮町・入野の浜）

〇協力金として300円（中学生以上）をお願いしています。

主催:特定非営利活動法人NPO砂浜美術館

協力:（株）アバンティ、久米繊維工業（株）、（有）じぃんず工房大方、

　　　　（株）テルミ・エンタープライズ�

審査員:画家・絵本作家・鳥の巣研究家　鈴木まもる

〇お問い合わせ　特定非営利活動法人 NPO砂浜美術館  蕁43-4915

全国から集まった作品がTシャツにのって、一斉に潮風にひらひらします。

【イベント】すなびてんぽと海辺のお店やさん・第16回ビーサン飛ばし大会・砂浜ウェディング ほか

今年も砂浜に真っ赤なポスト、砂浜郵便局も開局予定。

※全国および県内における新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、開催内容の変更や

  開催中止となる場合があります。あらかじめご了承ください。

※天候などにより、やむを得ず日程変更、中止となる場合があります。
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くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕
①レンコンとタマネギは薄くスライス、ニンジンは短冊切り、
糸コンニャクは2～3センチに切る。
②フライパンを熱してごま油をなじませたら、酒をふった豚
ミンチを入れて炒める。
③肉の色が変わったら、①で切りそろえた具材を加え、よく混
ぜて炒める。

④Aの調味料で味をととのえ、炒め煮る。
⑤汁気がなくなったら、ネギを散らして炊き上がったご飯の
上にのせる。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

れんこん金平丼
ごはん� 800g（4杯分）
レンコン� 120g（小1節）
タマネギ� 80g（1/2個）
ニンジン� 80g（1/2本）
糸コンニャク� 30g
豚ミンチ� 200g
酒� 小さじ2
ごま油� 小さじ1
　砂糖� 大さじ1と1/2
　濃口醤油� 大さじ2
みりん� 小さじ1
ネギ� 20g

※成績順位決定方法　①打数の少ない者　②ホールインワン（Ｈ数）の多い者

　　　　　　　　　　③２打数の多い者　 ④年齢が上の者

黒潮町Ｇ・Ｇ愛好会　9月月例会

日時：9月6日（月）

場所：大方球場補助グラウンド（24ホール）

技術賞：金子　照代　58打

最多ホールインワン賞：矢野川良子　3ホール

最多2打賞：山下　豊明　15ホール

成績 氏　名 打数 Ｈ数

優　勝 岡村　　知 48 2

準優勝 池田　章夫 53 1

3位 山下　豊明 54 1

4位 宮地　優典 54 1

5位 矢野川良子 55 3

6位 水野　一弘 55 1

7位 曽根　省子 58 1

8位 金子　照代 58

9位 野村　民子 59 1

10位 出島　正勝 59 1

2打数

15

14

15

14

6

12

10

14

10

10

A

土佐西南黒潮ＰＧ協会

レンコンには、ビタミンCや
食物繊維が豊富に含まれて
おり、切り方や加熱方法でい
ろいろな食感が楽しめる野
菜の1つです。今回は、給食でも人気のある「れんこん金平丼」
のレシピを紹介します。簡単なので、ぜひお試しください。

　土佐西南大規模公園は、佐賀地域・大方地域、
中村地域（四万十市）の沿岸部に位置し、幡多地
域の特徴的な海岸地形や優れた自然・文化を活か
した海洋性レクリエーション基地として昭和４７年に
都市計画決定された公園です。
　しかし、事業着手から約半世紀が経過し、少子
高齢化や人口減少の進行、防災・減災への住民意
識の高まりなど社会情勢の変化に伴い、公園に期
待される役割も変化しています。
　そのため、これからのまちづくりの方向性を見据え
た都市計画公園区域の見直しについて、県民の皆
さんの意見を募集します。
　詳しくは、高知県公園下水道課のホームページ

（http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/171801/）をご
覧ください。
◆意見公募期間

 　１１月１日（月）～１１月３０日（火）
○お問い合わせ
　高知県 土木部 公園下水道課 公園緑地担当 

   蕁０８８―８２３―９８５３
　本庁 産業推進室 観光係    蕁４３―２１１３

土佐西南大規模公園の都市計画
公園区域の見直し（素案）意見公募

※決定方法4による

　9月は開催がなかったため、結果の掲載はありません。

10月（月例杯もしくは開場記念杯）については、新型

コロナウイルス感染症の状況により開催するかどうか

を決定します。

入野松原、入野海岸と秋の月夜

　今年の「中秋の名月」は9月21日（火）。8年

振りに満月と重なりました。当日は生憎の曇

り空でしたが、空にかかる雲の切れ間から月

を眺めることができました。

　入野海岸の海面に

は、月の明かりに照

らされた道ができ、

幻想的な景色にも。

表紙には入野松原を

照らす月夜の写真を

使用しています（前

日撮影）。皆さんは、

秋の月夜を楽しめま

したか？入野海岸の海上に昇る月
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

10

11

日

1～3

04～10

11～17

18～24

25～31

1～7

08～14

15～21

22～28

29～30

水 道 給 水 工 事 指 定 店

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

拳 ノ 川 住 設

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

平 野 住 設

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

大 西 設 備

村 越 設 備

吉 本 水 道 工 務 店

大 西 設 備

村 越 設 備

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

電話番号
店　　名 住　　所

店　舗
店　　名

携　帯

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

㈱ 中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

090－1006－3985

090－3185－4957

080－3160－0276

090－3184－1731

090－8970－5021

入野1769

入野1574

入野292－19

四万十市古津賀3443－1

田野浦1593

平 野 住 設

大 西 設 備

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

電話番号

店　舗 携　帯

44－1513

31－3277

43－2024

55－7371

090－3183－1279

090－1004－2499

090－3183－8535

090－3783－7011

住　　所

伊田2100

浮鞭2083－2

下田の口822－174

拳ノ川224

7月に開催された移住相談会「高知暮らしフェア」では、移住者の先輩として移住をした

い方とお話をされたそうですね？

　はい。オンラインで開催されたこのフェアでは、高知県内への移住を考えている方との

「交流タイム」というものがあり、4つのブースのうちの1つを担当させてもらいました。

参加されていた方からは、やはり仕事や家に関する相談が多かったですね。どんな仕事が

あるのか、どんな家があるのか、またどういった支援があるのかなどを相談者の方々とお

話しました。お話をした方々がその後、実際に移住の相談に来てくれたり、移住をしてく

れたりもしています。効果があったのではないかなと思います。

今年4月に開校したスポーツクラブ「ArcoracaonS.C.」の活動は順調ですか？

　今は40名ほどの子どもたちが通ってくれています。子どもたちは普段はそれぞれに所属しているチーム

や部活があるので、クラブでは、基礎的なスキルを徹底して磨くことをめざしています。普段の練習では

時間が割けないことをここで練習して、チームに帰ったら「良くなった」と言われたら嬉しいですね。

今後クラブの活動やそれ以外で考えていることはありますか？

　私はサッカーができるからサッカーを教えていますが、子どもたちにはサッカーだけではなく、色々な

スポーツを体験してもらいたいと思っています。その中で、「やりたい」と思う

ことを見つけてもらえたらなと。今後は、サッカーだけではなく、その他のス

ポーツで何かイベントやスクールのようなものができたらいいなと思ったりも

しています。

クラブで指導をする神野さん（写真中央）

仕事とクラブの活動を通じて地域を盛り上げます！協力隊から一言!

Q

A

Q

A

Q

A

【今月の担当者】

地域おこし協力隊

（移住相談員）

神野　達朗
じん の たつろう

アルコラセオン
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黒潮町公式 SNS

Twitter・LINE
Instagram

Please follow us

10月

日 月 火 水 木 金 土

2 1

3

1

4 5 6 7

3 1

8 9

2 2

1

10 11 12 13 14 15 16

17

24

18 19 21 22 23

25 26 27 28

20

11月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
・
図
書
館
は
午
前
１０
時
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
・
図
書
館
は
午
前
１０
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
午
後
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

★
年
末
年
始
の
休
館
日

　
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日
）

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
小
説
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
図
書
館 

蕁

４
３
―
２
１
１
０

佐
賀
図
書
館 
蕁

５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しく入った本の紹介

●教場Ｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡　弘樹／著

●熱風団地　　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌／著

●幼なじみ　お江戸縁切り帖　　　　　　　　泉　ゆたか／著

●十三階の母　　　　　　　　　　　　　　　吉川　英梨／著

●老いる意味　　　　　　　　　　　　　　　森村　誠一／著

●しっかりわかるワクチンと免疫の基礎知識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峰　宗太郎／監修

●農家が教えるタネ採り・タネ交換　　　　　　　農文協／編

●こころが整う台所　　　　　　　　　　　　高木　ゑみ／著

●竜とそばかすの姫　　　　　　　　　　　　細川　守／原作

●としょかんのきょうりゅう　　　　　鈴木　まもる／作・絵

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
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※10月29日（金）…館内整理日　※11月3日（水）…文化の日

2021（令和3）年8月31日現在

出　生 6人（男4人・女2人）

世　帯　数 5,450世帯

女 5,554人

男 5,153人

人　　　口 10,707人（前月比26人減）

転　入 10人（男6人・女4人）

その他 0人

増
　
加

死　亡 18人（男12人・女6人）

転　出 18人（男3人・女15人）

その他 0人

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ2021年9月3日インスタグラム掲載

『あやとじろきちおおかみ』と　
『スカーフのファンタジー』

Facebook
@9640town

@kuroshio_town

【と　き】11月6日（土）
【時　間】1回目上演　10：00～
　　　　  2回目上演　14：00～

【場　所】大方あかつき館・レクチャーホール
【入場料】無料
【定　員】100名〈先着順〉

＊コロナウイルス感染拡大の状況により、中止とな
る場合があります。

★秋の名画座あかつき★
11月14日（日）午前・午後で2作品上映予定
＊詳しくは図書館だよりまたは広報11月号で

お知らせします。

【図書館企画展】　劇団プーク人形劇
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